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はじめに

本書は、近代乳幼児教育の創始者フリードリッヒ・フレーベル (FriedrichWilhelm August 

Frobel， 1782-1852，ドイツ)が世界最初のキンダーガルテン (Kindergarten，1840創設、邦訳:

幼稚園)の開始に伴って出版した 『母の歌と愛撫の歌j(出版年記載がないが推定 1844年出

版)という遊び歌絵本を、教育方法学的な観点から取り上げて、そこに張り巡らされた乳幼

児教育 ・保育の体系とその内容を明らかにしようとするものである。

教育方法学的観点から取り上げている内容とは、l教育目的、教育理念、教育目標等の内容、

2. 子どもの発達を何に見出しているのか、 3. 教育目的・目標という大人の側の意図をまだ

理解しない時期であるからこそ必要になるところの、教育目的 ・目標という大人の側の条件

と発達という子どもの側の条件とはどのように結びつけられるのか、 4 教育 ・保育の内容

および方法、 5.教育 ・保育の内容および方法は教育目的 ・目標および子どもの発達とどの

ような係りにおいて出てきているのか、等々を探っているということである。

その際、本書のタイトルに掲げているように、筆者は、フレーベルの創出した近代乳幼児

教育と 、それを表現するためにわが国において創出された保育ということばとを、同義に用

いている。また、人生の土台の時期のために学校教育とは異なる意図と内容とをもって創造

された乳幼児教育を、その意を汲み取ってわが国において保育という新語を当てて開始させ

た保育の、その豊かな内容を学的に探る語として、保育学という語を用いる。そのことを、

以下、もう少し詳しく説明しておきたい。

明治初期、それまでわが国では見たことも聞いたこともなかったキンダーガルテンなるも

のを「幼稚園Jと翻訳し、国立の現お茶の水女子大学附属幼稚園を 1876(明治 9)年に開設し、

幼児期のための教育のあり方をわが国においても根付くように図ったとき、わが国の先駆者

たちは、それまで全く知らない教育のために、「保育Jr保母Jということばをも創り出した。

なぜなら、封建時代から存在した意図的な教育のあり方として「しつけJr習い事Jr稽古

事」等が存在したが、それらはすべて、大人の側の有する大人に通用する知識、技能、礼儀

作法等を子どもが試行錯誤しながらそれに到達するのではなく、既に確立したものを最初か

ら子どもに教え込んで¥子どもが回り道をせず無駄なく大人の有する知識、礼儀作法等の域

に達するために教授 ・学習形態をとった。 1872年から開始された小学校教育も基本的に同

じ形態をとった。その意味で、教育とは教授主体のものであるという封建時代以来の確固と

した一般的認識が揺るがせられることはなかった。

これに対して、「幼稚園J教育のあり方は、子どもの発達から生じる好奇心や身体を動か

したい衝動を活かし、それに寄り添うことで子どもの成長を図るものである。その結果、大

人には子どもの他愛ない「あそびJとしか見えない活動が主要かつ重要になる。発想、が根本

的に異なる新しい教育に「幼児の教育Jと名づけず 「保育」というそれまで、無かったことば



を作り出し、それを文部省が採用して用い続けたところには、 学校教育とは発想、が根本的に

異なる教育のあり方を認め、根づかせる意図があったと考えられる。

また、幼稚園の後に保育所(託児所)が開設され始めると、保育所でのあり方についても

「保育」、保育者は「保母」と呼ばれた。これは幼稚園、保育所を問わず乳幼児期の子どもの

望ましい育ちのためのあり方とそれに関わる職業人の呼称として、これらの語が定着したこ

とを示している。

その後、文部省の制度では幼稚園教育、幼稚園教諭と呼称が変更されたが、実践現場にお

いては誇りをも って実践のあり方を「保育j、幼稚園教諭を 「保育者Jと呼び習わしてきた。

この意味で、現代日本における「保育jという語は、幼稚園、保育所等の種別を問わず、フレー

ベルが近代に創造したところの子どもにとって不可欠の、子どもの発達的状況を損なわずに

望ましい成長へ導くあり方を示す語である。

筆者は、その思いに励まされて、フレーベルが近代教育の最後の華として理論的にも実践

的にも体系的に創出した乳幼児教育と、それを表す言葉自体から新しく設けて日本に根づか

せてきた歴史をもっ保育とを同義に用いる。そして、その学的検討をフレーベル近代乳幼児

教育・保育学と呼ばせていただくことにする。

なぜ、教育方法学的な観点から『母の歌と愛撫の歌jという歴史的遺物のような本を検討

するのか。その理由は 2つある。第ーには、実践を省みるには、目標から振り返るだけでは

なく実践の根拠である原点の意図、内容等から振り返ると、実践だけではなく目標の視座に

ついても確実になるからである。第二は筆者の個人的体験にある。筆者は幼稚園教諭として

の数年に子どもと生命が 1つになる至福を経験した。その中で、自分で保育を作らなければ

ならなくなった時、一見とりとめなく流れる生活に存在する言語化 しにくい豊かさだけでは

なく、その中に存在する確固とした骨組みのようなものを感じないで、はいられず、それを知

る必要を痛感した。この問題意識をもって見直した時、『母の歌と愛撫の歌』という愛らし

い遊び歌絵本は、フレーベルが、人間形成という巨大な思いのもとに前人未到のわざを体系

的に、しかも細心の注意を払って具体的に語っていることを明らかにしたのである。

フレーベル自身、別のところで 『母の歌と愛撫の歌jについて次のように語っている。「真

に子どもおよび人間を発達に即して教育する意識的陶冶の出発点=根源点を示しているだ

けではなく、また、この人間陶冶の手段 (dieMittel) ないし過程と方法 (dieWege und die 

Wesen)、目的と目標 (d巴rZweck und das Ziel) を示しているだけではなく 、さらにまた、実

際に幼児期を育むそのような家庭生活の最も重要な瞬間々々をも例示しているJ1)。筆者は

1)荘司雅子訳 rrリナが読み方を党えたjやり方に示されている発達に即して教育する人間陶冶の精神」小

原図芳、荘司雅子監修 『フレーベル全集j第 4巻、玉川大学出版部、 1981、670頁。

tI 

Friedrich FI凸bel'sgesammeIte padagog】scheSchrichten， Hrsg. v. Dr. Wichard Lange， Abt.2: Padagogik des 
Kindergaliens， T.C. Enslin， 1874，2 Auflage，S. 350. 



はじめに

実践における今日的関心からこの書に行き着いたが、その内実を、フレーベル自身が既にこ

の本の中に意図的に組み込んで、いるという 。だから、筆者の目的および作業の内容は、フレー

ベルがこの書に組み込んだというそれらを探り 出すこと であるといい直すこともできる。

先行研究について、 『母の歌と愛撫の歌』を研究対象にした最新の研究として、 Konrad，

ct・istianeによる Die“Mutter-und Koselieder"von Friedrich Wilhelm August Frabel Untersuchungen 

zur Entstehungs-und Wirkungsgeschichte， 2006 がある。これはドイツ、 Wurzburg大学学位論

文であり、題目通り、成立と影響等につき精細な検討がなされている。しかし、乳幼児教育

の内容への言及は教育方法学的観点による検討を加えたものではない。『母の歌と愛撫の歌』

の成立事情の研究については、これ以前に日本においても岩崎次男、石橋哲成等による検討

があるが、いずれも内容については彼の教育思想の裏づけにふれる程度である。

フレーベルにおける学習段階論という点で教育方法学の範鴫に入る lつのアプローチとし

て Birr-Chaarana，Edithによ るAufdem Wege zur padagogischen Mitte: Stufentheorie bei Rosseau， 

Schleiermacher und Frobel，1992.がある。 ドイツ、 Bochum大学学位論文である。 しかし、こ

れも学齢期が主対象であり、 『母の歌と愛撫の歌jの体系的保育内容 ・方法に迫るものでは

ない。

フレーベル教育思想の一環として 『母の歌と愛撫の歌』にふれた研究者は多く、代表的な

例として E.シュプランガ一、Oボルノー、荘司雅子等が挙げられる。しかし、実践のために『母

の歌と愛撫の歌jの内容にふれた論は少なく、米国の S.Blowによる SymbolicEducation， A 

Commentary on Froebel' s “Mother Play".， International Education Series :XXVI， D. Appleton & Co.， 

1906 また日本では、同じく米国人で神戸、煩栄幼稚園および領栄保母伝習所の創設者でジャ

パン・キンダーガルテン・ユニオン (JKU)結成をも導いた A.L.ハウによる本邦初訳の 『母

の遊戯及育児歌J(1897)における各歌の簡単な解説およびJKU第 5回研修会講演等が代表

的なものである。 しかし、いずれも実践のための論であるが筆者が検討するような教育方法

学的範鴫のことがらについてはふれず、むしろ解説は各遊戯の精神的意義へ向かう 。これは、

何よりも保育に対する当時の時代の要求が、現在のそれまで至っていなかったことを示して

いる。

現在、日本では保育が普及し、保育についてもより詳しい教育方法学的検討を要求される

時代に入っている。その結果、フレーベルが無から有を創り出した際に払ったさまざまな実

践的配慮についても学的検討を加えて明らかにする必要が生じたということなのである。そ

のため、本研究は、 『母の歌と愛撫の歌』を取り上げる視点の設定およびその視点による検

討結果と、両方ともに世界初出になる。

本書は研究書であるが、前半部分に『母の歌と愛撫の歌jのわが国最初の本格的翻訳であ

1Il 
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る茅野粛々訳の同書(岩波書店刊、 1934)を入れている。これは、本書後半の研究部分の

みを読んでも内容を理解し難いからであり 、また、見る機会の少ない同書にふれてほしいと

いう願いがあるからでもある。

茅野粛々訳『母の歌と愛撫の歌Jの取り入れに際して若干のお断りをしておきたい。

まず、なぜ古い制訳書を用いるのかというと、茅野粛々 はドイツ文学者としても詩人と

しても令名の高かった人である。『母の歌と愛撫の歌』では詩の部分が茅野の翻訳であるが、

原文に忠実で、ありつつ日本語の詩としても薫り高い名訳である。また、その他の部分は門下

生の翻訳であるが、晦渋といわれるフレーベルの原文に忠実な結果、日本語としては読みに

くくもあるが同時に原文の雰囲気を伝えているともいいうる。

現代日本語としては荘司雅子による優れた翻訳が玉川|大学出版部から 1981年に出版され

ており、現在、私たちはその恩恵を受けている。しかし、筆者としては昭和のもう lつの名

訳が消え失せるのを惜しむ気持が強く 、漢字や仮名づかい等を現在のものに改めてここに用

いさせていただいた。また、原著の旧アルファベットを読めないという声を耳にしたので、

詩の部分を現代アルファベットに直して付録にした。筆者自身、この詩によって旧アルフア

ベットを学んだからである。原著の、絵も文字も視覚的に美しく、それで、遊んで、絵本として

も楽しんだ『母の歌と愛撫の歌』の魅力を知っていただきたいと願っている。

最後に、25年問、 筆者にとってこの研究は独りトンネルを手探りで掘り続けるような心

地の作業であった。足りないところも多々あろうかと思う 。どうか、幼子の様子や幼子の心

を汲み取った立場からのご助言、ご示唆をお願い申し上げる。

2009年 9月1日

児玉衣子

l/J 



目 次

はじめにM ・o・.. 

第 I部 フリードリ ッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』の紹介

第 I音1Iの序

第 l主主 『母の歌と愛撫の歌』の成立

第 I節 『母の歌と愛撫の歌jの成立とその特徴.

q

U

4
A
A
T
 

第 2節 『母の歌と愛撫の歌jの構成と曲について ....................................................................................................5 

第 3節 目本における納訳史 ...・.....................................................................................................................................6

第 4節本研究に用いる底本について…・ ・ ・ ・・・ ..............................7 

第 l項原文について……H ・H ・.........." ・・・・・ ・・・ ・ ..8 

第 2項 本研究に用いる翻訳について ................................................................................9 

第 2章 フリードリッヒ ・フレーベル著茅野粛々訳『母の歌と愛撫の歌j

(岩波書脂、1934年刊)の再録 . ‘ "… .......…....……......…....................…...................................1日I 

再録にあたり、お断り .....………….口……..…...………….日……..…….口…..………….口……..…….口…..………….口……..…….口…....…………M…….υ.“.“………“….......................................................................................................................................11

1 漢字、仮名づかい、数字の表記の変更について .......................................................................................11 

2. r欄外装飾函の説明」の位置の変更 .................................................................................................................................11

3 目次における歌番号のつけ方について....................................................... ・ .....................11 

4. 強調諾の表記について ..........................................................................................… ................................11 

5. r欄外装飾画の説明」に、「筆者による補足」のつけ加え"…..........…“…..........................…・…… ……12 

6 歌詞の現代アルフアベット版のつけ加え................・H …u ・・ ・.......................…・・……….......……........12

Fフレーベル著茅野粛々訳『母の歌と愛撫の歌J
Mutter-und Koselieder 母の歌と愛撫の歌.

SpieトLieder 遊戯の歌

Schluss-Lied 終 の 歌

.27 

....37 

281 

説明 287 

付録 歌詞の現代アルファベット版……......... 325 

第H部 F.フレーベル近代乳幼児教育 ・保育学の研究
一一『母の歌と愛撫の歌』の教育方法学的検討から一一

第 H 部の序…....................................................................................…H・H・.............................………・0・…...............................……… … 405

1 フレーベル自身による本書構成についての言及 ............................................................................................405

2 本研究のねらい….......・H・....・a・-“"“ ー ・・ ・ .......................................................................405 

第 1章 フレーベルによる近代乳幼児教育の構造

一一rr母の歌と愛撫の歌jへの指示」における教育諜程構築の検討から一-...............................407

第 I節 子どもの本質、および、子どもの成長理解 e・e・..……..........・M ・M ・o・....................・H ・..........................................407

U 



第 2節 人間陶冶の目的(教育目的) …408 

第3節教育目的と子どもの発達との関係は対等 対置 ......，....・e・-…e・e・..・……・0・..........・0・..........・0・… 409 

第4節 教育理念としての子どもの成長の三側面，....…."..."・H ・...............… ・ 409 

第 5節教育目的の教育目標化.

第 6節 フレーベルによる近代乳幼児教育の構造.....

410 

412 

第 2章 『母の歌と愛撫の歌jにおける区分、段階等とそれぞれの教育目標………e・e・..……… 415

第I節 『母の歌と愛撫の歌jにおける区分、段落等の存在(図1).............................. ・・ ・..........415

第 2節 「母の歌と愛撫の歌J(7編)における区別と教育目標 ........................................415 

第l項 「母の歌Jと「愛撫の歌」との区日IJ......................................................................................................................415 

第 2項愛撫する身体部分に見られる特徴................................................................・ ・ .417 

第 3項 中心という位置のも つ意味 .............................................................418 

第 4項 「母の歌と愛撫の歌J(7編)の教育目標 .........................................................................................420 

第 3節 「遊戯の歌」における段階、区分と それぞれの教育目標 ................................................................420 

第 l項 「遊戯の歌J50編の中の段階と区分 ......................................................................................・ ..420

第 2項 「遊戯の歌」の段階、区分毎の教育目標 .................................................・...................，.....・M ・.421

第4節 「終の歌」における教育目標 .................................…・………H ・H ・............・..........................・…......423

第l項 「終の歌」の構成.....................................……e・e・...............“....・ ................................................................................423

第2項 「終の歌jの教育目標........................... …………....・“…...................................................................423

第5節 『母の歌と愛撫の歌j全体の教育目的 ・目標の構成(図 2) 424 

第 3主主 『母の歌と愛撫の歌』における人間陶冶の過程と方法…………...・...................................…… 427

第 l節 子どもの成長の三側面への注目 .........................................................................................................................427

第 2節 I母の歌と愛撫の歌j全体を通じて成長する子どもの年齢 ...............................................................428

第 4章 三側面の内、 子どもの「身体運動 ・動作jの側面の検討 ...........................................................431 

第 l節 身体運動・動作から見た「遊戯の歌jの構成

一一三区分の存在とその図式(図 3)-.

第 2節 遊びに用いる身体部分と動作の概要(図 4)

第 3節 身体運動 ・動作の構成に見られる特徴

第 l項各区分内の連続性

431 

.....................433 

438 

一一三区分は 3段階、各段階とも中休み後に動作の高度化-.................................................438

第 2項 身体運動・動作の連続性と系統性の図式

「遊戯の歌j全体で3段階 .6層の螺旋構造一一..・……・0・........................................・o・..….........442

第 3項 動作のない歌の占める中心的位置 445 

第 5章 三側面の内、子どもの自己感情の表れとしての

VI 

「イ也者への人格的関係」の側面の検討 .........…u ・0・0 ・........................................................................447

第 l節 「他者への人格的関係」と f人間の教育J(1826)における「共同感情」との共通性 ...…447 

第 l項 『人間の教育J(1826)における「共同感情」の内容 ..........，............................................・e・..447

第2項 「共同感情Jと「他者への人格的関係」との共通点 ••••••••••••••• ・e・・"・・ e・ …・・…448

第2節 子どもの「他者への人格的関係」の発展

子どもが意識化する「他者」の 11段階一一...........…H・H・-…0・...........・e・...............….............・e・...............448

第3節 f母の歌と愛慌の歌jにおける子どもの「他者への人格的関係Jの発展過程(図 5)............460 

第4節 子どもの自己感情の表れとしての「他者への人格的関係jの発展に見られる特徴 .........460



目次

第 6章 三側面の内、子どもの「薄明るくなりゆく精神の認めることjの

発展過程における系統性................・.....・ .•••. ・…………..............................................................465

第l節 「遊戯の歌Jの三段階および第二段階における三区分に関する断り .......................……465 

第2節 「母の歌と愛撫の歌J(7編)における子どもの発達的状況とそれへの配慮 .........466 

I 主人公の子どもの発達的状況 ..........................................................，・0 ・ ............................................466 

2 母親の内に持っておくべき精神的内容............................ ・.............. ー ・ ・ ー.......467

3 その他、教育方法的に注目すべきことがら ・…・…...・H ・.................................................................468

第3節 「遊戯の歌j第一段階(l)r足をばたばたJ-(10) r小魚Jにおける子どもの

発達的状況と配慮.....・....・ e ・....................……………e・e・..・e・e・..………….........・ ............................469

第4節 第二段階第一区分(11)r縦に績にJ-(23)r塔の上の子どもjにおける子どもの

発達的状況と配慮 ....…ーー………..............................…..・e・H・a・..……H・a・-・0・.............…・ ー .............494 

第5節 第二段階第二区分(24)r小児と月 J-(32)f!窓」における子どもの

発達的状況と配慮…..........・H・....・e・...............・…“.........……““白..........………………0・… ...................521

第6節 第二段階第三区分(33)r炭焼き小屋」一 (41)r建具屋」における子どもの

発達的状況と配慮…・0・…........….......................................... ・・ 0・ .....................…......……..・e・...・H・..533

第7節 第三段階(42)r馬乗りと普い子」一 (50)r小さい画家Jにおける子どもの

発達的状況と配慮…・・...........・ .....・ e ・・ ・ ・ ・...................………549

第8節 子どもの「薄明るくなりゆく精神Jの側面から見た『母の歌と愛撫の歌』構成の特徴 ....567

第 l項 子どもの興味対象の移り変わりに合わせた構成 .........................・ e ・・・・・ ...................567 

第2項 各段階および各区分における中心的な歌の存在(図 6)....................・e ・e ・ ......................567 

第9節 子どもの「薄明るくなりゆく精神の認めることjの発展に見られる特徴 .........................568 

第7章 フレーベル近代乳幼児教育 ・保育の教育方法学的特徴...................................................................577

第 l節 乳幼児教育・保育課程の構築..........................“““““““.....“....“““......... υ………….“……….υ…….“….υ.“………….“…….“…….υ….“………….υ…….“…….υ….“.………….“… .. ………… .. …… .. ………… .. …… .. …… .. … .. ………… .. …… .. ……@リ….. ………… .. ……… .. …….“… .. …...........................577 

第2節 フレーベル近代乳幼児教育 ・保育の構造 ............ … -……e・e・..…...............…578

第3節 教育目的と対等 ・対置にある乳幼児の発達............................................ ーーー ー…・….............579

第4節教育方法としての「生命の合一J.......................................................................................................................…579 

第5節 乳幼児教育・保育の内容に関わって..........................................................................................…………580

第6節 神の火花としての人間の教育・保育..................................................................................................................582

第7節 現代乳幼児教育 ・保育におけるフレーベル近代乳幼児教育の影響 ..........................................582

あとがき....... 585 

/JII 





第 I部

フリードリッヒ・フレーベル著

『母の歌と愛撫の歌Jの紹介





第 I部の序

教育の観点からすれば、近代とは、①誰もが教育を受けられる、②教育の目的と理念は、

誰もが l人の人間として知 ・徳 ・イ本の全面においてバランスのとれた人間になることを目指

し、その実現はどの年令においてもその発達に従って成長することをもって図る、①教育内

容としてさまざまな教科目が設けられ、それらの教科目の教授 ・学習の内に子どもを目標達

成へ導く、という近代学校教育の思想が成立し、発展し、ついにスイスのペスタロッチによ っ

てその実現を見た時代である。同時に、それらが思想として発展し、国民学校に結実するに

いたる土台でありつづけたのはまぎれもなく宗教、具体的にはキ リス ト教信仰であった。

若い日に研修教師としてペスタロッチの下に学んだ若いフ リード リッヒ ・フレーベルは、

その後、不思議な運命の糸に導かれるようにして結晶学研究者の道を断念して数十年にわ

たって学校教育を実践した後、彼もまたペスタロッチと同様に、50歳代半ばにして全く新

しい教育を創造した。乳幼児教育である。1840年、彼は学校教育とは異なる幼児教育のあ

り方を、キンダーガルテン(邦訳、幼稚園)という具体的な施設および保育者養成所によっ

て、近代教育の最後の華として創り 出した。

実際には、彼は、1836年頃から幼児教育を構想し、翌年にはガーベ(邦訳:思物)制作を行い、

幼稚園という名称はまだ考えつかなかったので「遊びと作業の施設Jと名づけた施設で幼児

教育を創り 出していた。そして、その教育を「幼稚園」という名称の下に組織立てて開始し、

さらに子どもの誕生から生後 6、7歳に至るまで 1冊に体系立てて著したのが 『母の歌と愛

撫の歌J(推定 1844年発刊)である。新しい乳幼児教育のあり方を彼はさまざまに発表して

いるが、 l冊の本として著したのは同書のみである。そこで、まず第 I部で、この本の成立

とその内容を見るところから始めたい。
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第 I音[¥ フリードリッヒ・ フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌』の紹介

第 1章 『母の歌と愛撫の歌』の成立

第 1節 『母の歌と愛撫の歌Jの成立とその特徴

フレーベルは、幼児期の子どもたちのために全く新しい教育のあり方と具体的施設とし

てのキンダーガルテンを創り出すにあたり、遊具、遊戯等をも富IJり出した。遊具としては

1837年頃から 1838年頃にかけて創られたガーベ (Gabe，邦訳、恩物。原意は神からの贈物。

複数 Gaben)と名づけられた 6色の毛糸ボール、積木、 豆、俸、金輪等の 20種類にわたる

体系的な遊具が有名である。また、多くの戸外遊戯と、 1844年頃には 『母の歌と愛撫の歌J

と名づけた遊び歌絵本を創り出した。1844年頃といったのはこの本自体には出版年が記載

されておらず、手紙類等からそのように推測されているからである。

『母の歌と愛撫の歌』は、子どもが誕生した時から少年・少女期に至るまで、その成長に従っ

て親子で遊んだり絵を見て会話をかわしたりする内に子どもを身体的にも情緒的にも知的に

も育てていく様子を、絵と歌と説明とによって描いたものである。すなわち、フレーベルは『母

の歌と愛撫の歌』という l冊の本によ って、人間の誕生から幼児期を経て学齢期に入った位

までの時期を視野に入れた教育のあり方を体系的に示しているのである。しかも、この本は、

前人未到の近代乳幼児教育の内容を体系的に語るところのH佐ーの単行本であるにもかかわら

ず、外見的には何気ない、むしろ他愛ないとさえいいうる家庭の乳幼児向けの遊び歌絵本で

ある。

この本の前半部分には子ども向けの絵(欄外装飾画)と題詞と歌詞が置かれ、後半には

親向けに「表紙の説明Jr扉の説明Jr子どもに見入る母への一瞥Jr欄外装飾画の説明」等、

絵を解説しつつフレーベルの教育理解を明らかにする諸説明が置かれている。それらにおい

てフレーベルは、彼が子どもの本質をどのように理解しているのか、そこから生じる教育の

目的、乳幼児の発達という自立性、発達に従って身体的・情緒的・知的全面において成長す

るための教育的配慮の内容と方法等を、母親に向かつて親しく「お母さん!J (Mutter， Du) 

と呼びかけながら、さりげない口調で‘語っている。まさに育児書である。つまり、フレーベ

ルはこの本を、自らの創り出した教育の大きさを誇らしく大上段に語る書物としてではなく、

あくまでも親子による遊びを楽しみ会話を楽しむ内に親も子も育つための美的な実用書とし

て、世間一般の家庭の親に分かつてもらえるはずだと信じて、差し出しているのである。

第E部に述べることになるが、前例の無い教育を創り出すにあたって、フレーベルは徹密

な注意を払って子どもの発達を見て取り、それに対する多方面な配慮を教育内容にするにあ

たって複雑ないくつもの構造を創り出している。そしてさらに、それらを何気なく lつに溶

け合わせて人間形成の土台の時期の教育 ・保育のあり方にしている。そこには、フレーベル

がかつて結晶学の最先端理論の一翼を担った研究者であり自然科学に造詣深かったという背
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景だけではなく、彼のキリスト教信仰がこの新しい教育の根本をも規定していることが明ら

かに窺われる。すなわち、彼はキリスト教信仰にもとづき人聞を、神から神性を与えられた

存在と確信した。だからこそ、万物共通に与えられた神性の人間における lつの表れとして

発達の法則性を受けとめ、それゆえに発達に従った人間の成長のあり方を誕生の時点から新

しく創り出したのである。

その意味で、 『母の歌と愛撫の歌jは、フレーベルの科学的精神と思想と信仰と教育者と

しての経験と識見との集大成であり、それら全てを注ぎ込んで全く新しい乳幼児教育を構築

して示した書であるということができる。すなわち、記述内容だけではなく、フレーベルが

組み立てた本書の乳幼児教育の構造自体に、彼が人間の成長に抱いた大きな願いと信頼も表

されていると見ることができる。

第 2節 『母の歌と愛撫の歌』の構成と曲について

『母の歌と愛撫の歌』は、前表紙、後表紙とも美しい線描の版画 J)である。また内容は、

前半には 58編の歌とそれらの歌に添えられた 52枚の版画の絵が置かれており 、後半には、

この書の土台になるフレーベルの子ども理解、教育目的、子どもの発達の捉え方と教育との

関わらせ方等を述べている rw母の歌と愛撫の歌』への指示」、扉絵の説明を行っている「扉

の説明j、52枚の絵の説明によって乳幼児期の教育 ・保育の内容と方法を語っている「子ど

もに見入る母への一瞥」および「欄外装飾画の説明J等、家庭の親向けの説明文から成り立つ

ている。

前半の 58編の内訳は「母の歌と愛撫の歌J7編、「遊戯の歌J50編、「終の歌J1編であ

る。誕生したばかり赤ん坊を見つめる母親の歌から開始される 7編の「母の歌と愛撫の歌J

は、母親の感慨を歌う 3編の「母の歌」とスキンシップによって赤ん坊の成長を図る 4編の

「愛撫の歌Jから成る。この 7編を辿る聞に、誕生したばかりの赤ん坊は生後 6ヵ月位まで

に成長していることが歌詞から窺われる。次の、「遊戯の歌J50編は、その始めから終わり

までの聞に生後 6ヵ月位の赤ん坊から 6、7歳位までに至る子どもの成長が描かれる。とり

わけ 3歳頃以降の子どもから遊戯だけではなく絵本としての活用が意図されている。「遊戯

1)絵が銅版画であるか石版画であるかについては、一見したところ区別がつかない。しかし、本書に入って

いる 『母の歌と愛撫の歌』の底本は初版ではなく 1.プリユーファーによる飢刻版であるが、プリューファー

は復刻の後に彼が付した「この著作が生まれた精神Jにおいてフレーベルの 1836年の著述の引用という

形で、フレーベルが石版印刷術と費一緒印刷術とを頼りにしていたことを明らかにしている。この引用の原

文を筆者は明らかにすることができずにいる。しかし、少なくとも南ドイツ地方において当時までに精綴

な線描の石版画の娯楽本が流布していたことなどから推測すると、銅版画よりも石版画の方が一般的に用
いられていたのだろうと恩われる。しかし、同時に上掲の「この著作が生まれた精神Jにおいてプリュー

ファー自身はこれらの絵を銅版画と述べており、素人目には全く区別がつかない。

美術専門家による初版本の絵およびインク綴れを保護するために付けられた薄紙等からの解明を待ちた
U 、。
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の歌J50編は、どの歌も絵と題詞(大人向け)と歌詞(子ども向け)とから成り立っており、

子どもが、これらlつひとつの歌ごとに親子で遊戯をしたり絵を見ながら会話を交わしたり

する内に親しみを抱く世界を広げていくように、意図されている。最後の「終の歌J1編は、

全体の総まとめというべき内容である。

絵はすべて美しい版画で、フレーベルの教え子であるフ リードリ ッヒ ・ウンゲルが制作し

た。その際、フレーベルによる詳細な指図のあったことが本文から窺われる。

それに対して、曲については、初版時から別冊で曲集がついていたことは目次から明らか

なのであるが、フレーベル自身はこの書の中で、曲に関しては、絵への熱心な言及からすれ

ば不思議なほど何も述べていない。しかし、 『母の歌と愛撫の歌jの翻刻版であるプリュー

ファー版(復刻した本の後方の部分に J.プリューファーが新しく解説を付け加えて l冊に

した版。ErnstWiegandt社、ライプチッヒ、 1911年干1]) によると、歌はごく普通の親や子ど

も自身が歌うための歌でなければならなかったところから、フレーベルは作曲を、当時、カ

イルハウ学園 (フレーベルの創った学園)の音楽教師をしていたローベルト・コールに依頼

して、でき上がった ものであるという 。

ただし、曲については、フレーベルの生前から既に、保育者養成所の教え子が各地でキン

ダーガルテンを始めると 、す ぐに子どもや土地に合わせて変えたりしたことが報告されてい

る2)。さらには、各国にキンダーガルテンが普及するにつれて、その国々における作曲に取

り替えられたりしており 3)、コールの最初の作品がとなの程度普及したのかということについ

て、詳しいことは不明で、ある。

第 3節 目本における翻訳史

わが国に 『母の歌と愛撫の歌』がもたらされたのは、記録されているものとしては 1876

(明治 9)年 11月に発足した東京女子師範学校(現お茶の水女子大学)附属幼稚園において、

松野クララによ って指導された「家鳩J(鳩の家)の遊びが最初である。つまり 、本がもた

らされたのではなく 、本の中の遊戯が松野クララに よって紹介され、遊ばれて楽しまれた 4)。

この本のわが国最初の翻訳書は、 1897(明治 30)年、神戸の煩栄幼稚園園長 A.L.ハウ (Miss

Anny Lion Howe) によってもたらされた。これは詩の部分については、 当時、歌人として

2) Hケーニッヒ編岩崎次男他16名訳『フレーベル賛歌一一子どもと人間の友あての女性たちの書簡一一』フ レー

ベル館、 1991、147頁。

3)んし Howeによる JapanKindergarten Union第 5回研修会(於軽井沢、 1911)講演記録によれば米国では J.

Jarvisによる初訳 (1878)の全曲取り替え、 S.Blowの籾訳 (1895)においても新曲がつけられたという 。

Anny Lion Howe， FROEBEL'S MOTHER PLAY， Fifth Annual Report of Kindergtien Union of Japan， 1911， (u)キ リ

ス ト教保育連盟干IJ、1985復刻、 50頁。また日本においても、お茶の水幼稚園の最初の唱歌は曲を宮内庁

式音11寮の伶人、文部省音楽調所メーソン等に委嘱したという 。:文部省 『幼稚園教育九十年史jひかりのく

に昭和出版、1969、88頁-89頁。長田英雄子「幼児教育の今昔Jf幼児の教育J29巻 1号 15頁一 16頁(1929.1.)、
幼児の教育復刻刊行会、 1980

4)宮回修「幼稚園時代の追憶Jr婦人と子どもJ1月号、フレーベル会、 1918、l、13頁-16頁参照。
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第 1:寧 『母の歌と愛撫の歌jの成立

名を成していた大和田建樹他 2名が、子ども向けというよりもおとなが和歌のように口ずさ

むにふさわしい流麗な詩歌にしている。絵については浜王国他 l名に依頼して、原画を当

時の日本人になじみ深い日本の伝統的な丸雷の婦人、稚児髪の幼児等の風俗に合わせて描き

直したもので大変な労作である。「説明」はごく短く大意を要約した文言になっている。こ

のまことに日本化された労作である翻訳本は、煩栄保母養成所においてテキスト本として用

いられた。

しかし、現在の私たちは、もはや訳詩の水茎の跡麗しい文字さえ読むことができず、絵に

ついても和服に丸雷の母親と和服に稚児髪の子どもの姿に違和感を覚えてしまう 。そして、

違和感を覚えること自体に、この 100年ほどの聞にわが国に生じた急激な変化を改めて感じ

ることにもなる。
ちの Lょうしよ う

原著に忠実な、その意味でわが国最初の本格的な翻訳は、 1934(昭和 9)年、茅野粛々

およびその門下生によってなされて岩波書庖から出版された 『母の歌と愛撫の歌』である。

茅野への翻訳依頼は、現キリスト教保育連盟の前身であるジャパン ・キンダーガルテン・ユ

ニオン(通称 JKU)からなされた。

「はじめに」で既にふれたが、この翻訳書の詩の部分は、当時、第一級のドイツ文学者で

あり詩人でもあった茅野粛々による名訳である。他のさまざまな「説明」の部分は弟子たち

によって翻訳された。さらに、絵については、当時、この本の貴重な初版本をドイツのフレー

ベル博物館で、入手し所蔵していた倉橋惣三から借り受けて、岩波書屈が技術の粋を駆使して

復刻したという 。確かにこの翻訳書の絵は、紙質の良さもあり、 ドイツで翻刻出版されて茅

野訳の底本にもなっているプリューファー版 (1911)よりもよほど美しい。

現在の私たちにとって入手可能な『母の歌と愛撫の歌』は、荘司雅子の翻訳になるもの

である。 1976(昭和 51)年、(油キリスト教保育連盟が翻訳を依頼し出版したものと、それ

に手を入れて 『フレーベル全集J第5巻(玉川大学出版部干IJ、1981年)に収めたものとの 2

種類がある。荘司訳は漢字や仮名づかいが現代のものであるばかりではなく女性らしいふく

よかな美しい文章であり、また、フレーベルの長い原文が日本語としてわかりやすいように

短く区切って文章化される等の工夫がされており、読みやすい。

以上のように、この本は、日本においても不思議な生命力をも って、数十年の間隔をおい

てその時々の第一級の翻訳者を得て、都度、新しい生命を吹き込まれてきた。

第4節 本研究に用いる底本について

本研究の底本は、原文については京都大学教育学部図書室所蔵の初版本を用いた。

また、翻訳については茅野粛々訳(岩波書店、1934年刊)を用いている。それぞれに断っ

ておきたい事情があるので、それを述べておきたい。
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第 l項原文について

既述したが、初版本には出版年が記載されなかった。そのため、出版前後の状況にふれた

手紙類から推して、現在では 1844年とされている。

京都大学教育学部図書室所蔵の

徴から筆者は初版本でで、あるとした。

g 

1) この本は筆者の知るかぎり次のような経緯を経て保管されている。1930(昭和 5)年

2月 18日付けで京都帝国大学図書に登録。文学部購入。ただし購入者や購入講座名は

筆者が教育学部で閲覧した 1980年代当時には既に不明。戦後、文学部から教育学講座

が独立して新しく教育学部が創設されたとき、文学部から移管された図書の中にこの本

が入っており、教育学部図書室において貴重書として保管されてきた。

この本の表紙の内側にはドイツの古書庖のシールが貼り付けられている。購入時か

らこの本の表紙の背の部分はとれてしまっており表紙は前後とも黒無地。 しかし、本文

には表紙の 2枚の絵への言及があるので、黒無地の前後の表紙2枚は最初からのもので

はなく、後に代替の仮表紙としてとじつけられたことが明らかである。古書庖のシール

は黒無地表紙に貼り付けられていたところから、黒無地表紙の古書が京都帝国大学に

よって購入されたと考えられる。

2) 本体の版画は全部オリジナルのものであり 、圧刷の痕跡さえとどめているものがあ

るo また、各絵にはインクを落ち着かせて絵を保護するために薄紙が貼られている。

絵の枠組みの上下中央には、それぞれに小さな卜字印とそこを針で突いたような穴

が残っている。これは必然性をも ってこの十字印および穴がつけられたことを示してお

り、それは次のように考えられる。すなわち、絵の中の所定の位置に、後から文字を挿

入印刷するために用いられた、つまり 2度刷りの際の位置を決めるための痕跡と考えら

れる。

3) この本は、 l冊の前半には子ども向けに 50枚にも及ぶ絵(題詞と詩をも含む)がま

とめられ、後半には大人向けに、それらの題詞や詩や絵に関する説明がまとめられてい

る。その際、頁の数え方は最初から終りまで、紙の表を 1頁、裏を 2頁と数えるところ

のいわゆる頁の数え方ではなく、 I枚の紙を l葉(ヨウ)と数える数え方、すなわち紙

の表面だけで数えて裏面はたとえ用いても数えない数え方で統ーされている。つまり 、

前半の絵の部分は紙の片面だけ印刷、後半の文章部分は紙の表裏とも印刷というように、

この本は l冊の中で前半と後半とでは紙の印刷の仕方が異なるのであるが、それにもか

かわらず枚数の数え方は葉(ヨウ)で統一されている。

1冊の本の製作過程を偲ばせる数え方、紙質、印刷文字体とも 一貫しているところか

ら、おそらく手作業で絵の葉と文字部分の葉とを l枚ずつ重ねていって l冊の本にした

初版本であると考えられる。



第 l章 f母の耳j;と愛撫の歌jの成立

4) この本のサイズは、米国の“TheNational Union Catalog Pre-1956 Imprints"第 186巻

376頁NF0402230に記載された初版本サイズと同一である。

5) 京都大学文学部図書室にはプリューファーによる翻刻版(1911年刊)も所蔵されて

いるので、それをも参照したが、目次の歌番号の振り方や曲の存在の表示なども翻刻版

による初版と同一である(後になると歌番号が原著通りでないものが存在する)。

以上のような諸特徴から、京都大学教育学部図書室所蔵の『母の歌と愛撫の歌』を初版本

と見ている。

ただし、京都大学教育学部図書室所蔵のこの初版本については、さらに述べておかなけれ

ばならない事情が発生した。それは、筆者の卒業後、教育学部図書室では、この本の黒い表

紙を新しく取り替えて本としての体裁を整えることを行なわれた。しかし、その際、頁端の

薄汚れていた部分が修理業者によって切り揃えられてしまったため、本のサイズが変わって

しまった。ますます初版時の形から遠ざかったわけで、ある。

しかし、それでも現在なお、 絵も文字もオ リジナルならではの美しさを保っている。子ど

もとともにこの本を見たなら、どんなに幸福な時間が流れただろうかと想像される。

第 2項 本研究に用いる翻訳について

少し古い翻訳であるが、茅野粛々訳『母の歌と愛撫の歌j(岩波書居、1934年刊)を用いた。

現在のものとしては荘司雅子訳「母の歌と愛撫の歌Jrフレーベル全集J第5巻、玉川大

学出版部刊が存在するにもかかわらず古い茅野粛々訳を用いることには筆者の次のような思

いカfある。

第一に、何よりも同書の原著に忠実な翻訳として本邦最初であり、かつ、漢字や仮名づか

いの旧さを改めるなら現在でも充分に通用するからである。とりわけ詩の部分の、原文に忠

実でありつつ日本語の詩としても薫り高い、しかも幼児にも口ずさめる制訳は現在でも名訳

といいうる。また、諸「説明Jの部分についても 、逐語訳に近い翻訳がなされており、原文

と対照しながら読むのに好都合で、ある。

第二に、フレーベルの原文は lつの文章が大変長いことで知られている。『母の歌と愛撫

の歌Jにおいても後半部に親に対するさまざまな「説明jが置かれているが、l文だけで l

段落ということも珍しくない。それは l文の中に言いたいことがたくさん含まれるというだ

けではなく 、1文の中においてさえ彼の思索が動いていると感じられる、ということを意味

する。このような文章の特徴から彼の思考パターンとして感じられるのは、文の最初にまず

命題的に述べて、後半になるほどそれを具体的に説明しようとする姿勢が感じられるという

ことである。

荘司訳はフレーベルの思いの別の面が生かされた名訳である。すなわち、 『母の歌と愛撫

の歌』は世の家庭の親、特に母親に手渡すことを目指して出版された。荘司訳は、母親に向

9 
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かつて語られていることが生きてくるところの優しく美しい、しかも語りかけるような文章

に翻訳されている。その際、フレーベル特有の長い文は、日本語の文章として理解しやすい

ように数文に分けて原意を汲み取った翻訳がされている。これは、翻訳として当然の配慮で

あり日本語としても理解しやすくなった。しかし、反面、フレーベルが考え考え書いたよう

なl文、つまり数文分を l文にしているのは数文がそれぞれの意味を独立して持ちつつ、し

かも l文としてのまとまりを持っている(フレーベルの「部分と全体jの考え方に通じる)、

という彼の文章のもつ合意を小さくしている場合があると感じられる。

茅野訳でも 、やはり長い文は数文に分けられている。しかしその際、できる限り逐語訳に

近い翻訳がされている。そのため、日本語としては読みにくいのであるが、反面、フレーベ

jレの思いには忠実と感じられるところがある。

第三に、何よりも荘司訳は現在も新刊書が入手可能であるからである。 『母の歌と愛撫の

歌』は不思議な本で、日本でもこれまでに 3度、その時代の最高の翻訳者を得て翻訳されて

きたことを先に述べた。多分、将来にも優れた翻訳は出てくるだろう 。しかし、今現在はま

だ次のその時に至っていないようである。そうであるなら、これまでに出版された優れた翻

訳が消え失せないようにするのも、今現在という時の lつの役目であろう 。そのように考え

て、筆者としては忘れ去られて消えることに名残惜しさ以上のものを覚える茅野訳をここに

用いることにした。

ただし、 1934年刊行のこの本の、発刊に関わった全ての人々の思いが凝縮したような品

格の高い美しさを伝えるには届かない。残念だが、それについても、将来、改めて翻訳出版

される時まで待ちたい。ここでは、せめて内容を伝えることに意を注ぎたい。
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第 2章 フリードリッヒ・フレーベル著茅野粛々訳 『母の歌と愛撫

の歌j(岩波書庖、 1934年刊)の再録

同書の再録を快く承諾いただいた岩波書庖に感謝する。

再録にあたり、お断り

1.漢字、仮名づかい、数字の表記の変更について

1934年当時の漢字および仮名づかいでは読みにくいため、漢字については基本的に当用

漢字に変更し、常用漢字の現在もよく用いられるものは残し、適宜、振り仮名をつけた。仮

名づかいについては現代仮名づかいに変更した。数字については、現在でも漢数字を慣用的

に用いる場合を除き、基本的に算用数字に変えた。

ただし、詩については視覚的効果に変化が生じるため、原則として仮名づかいについては

現代仮名づかいに変更したが、漢字については現在読めないものは別にして元訳のままにした。

2. r欄外装飾画の説明」の位置の変更

元訳では、原著に合わせて「欄外装飾画の説明J(翻訳では「絵の説明J)は本の後半部分

に置かれている。しかし、絵および歌詞と対照しながらこれらの説明を読むためには各歌の

直後にある方が読みやすいという筆者の判断により、「欄外装飾画の説明Jについては 50編

の「遊戯の歌Jの各歌の直後にそれぞれの歌の「欄外装飾画の説明」を移動させた。

なお、「欄外装飾画の説明」の元々の位置は、諸説明が一括して置かれている中の「子ど

もに見入る母への一瞥」と「表紙の二図の説明jとの間にあった。

3. 目次における歌番号のっけ方について

目次における歌の番号について、元訳は原著と異なり「母の歌と愛撫の歌J7編および「遊

戯の歌J50編を 1-57の通し番号につけかえている。原著は「母の歌と愛撫の歌J7編に 1-7、「遊

戯の歌J50編に 1-50、「終の歌J1編には番号なし、とそれぞれを独立させた番号のつけ方

をしている。これは、第E部において述べることになるが、意味ある番号のつけ方と考えら

れるので、原著の番号に戻した。

また、原著にも元訳にも各歌の頁に歌の番号はつけられていないが、本書においては各歌

の頁に歌番号をふった。これは特に第E部において必要性が大きいからである。

4. 強調語の表記について

原著には 3種類の強調語が存在する。元訳ではすべて下線が施されていた。しかし、原著

11 
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にならい、本書では以下のように表記した。

原著で最も強い強調はアルファベットを太くし(太字)、同時に、アルファベッ トの間隔

があけられている(隔字)。これは本書 29頁の歌の「信仰Jr愛Jr希望Jの3語のみであ

る。2番目の強調はアルファベットが太くされている(太字強調)ので、本書においてもゴ

シック体の太字にした。3番目の強調はアルファベッ トの間隔があけられている(隔字強調)。

本書では下線をひいた。

なお、本書の各歌の冒頭 l文字が大きく太くされている。これは、原著の同アルファベッ

トが大きい花文字にされているのを元訳では大きい太字にしたのに合わせたものであって、

その単語の意味を強調するのではない。

5. r欄外装飾画の説明」に、「筆者による補足」のつけ加え

「欄外装飾画の説明」はフレーベルによる歌毎の意味の説明である。その際、彼は、大 き

な背景をもっ言葉や、彼の思想、の集大成になる言葉などを世間の母親に向けて実にさらりと

語り過ごしていくので、気づかずに読み過ごしたり、 一読しでも意味の分からないことがあ

る。そこで、筆者の気づく範囲、理解する範囲で補足を入れた。読む一助になれば幸いである。

6.歌調の現代アルファベ ット版のつけ加え

歌詞については現代アルファベッ ト化したものを付録として入れた。筆者自身、この歌詞

の単語を l文字ずつ判読して旧いアルファベッ トを読むことができるようになった。今回、

歌詞の現代アルファベッ ト化 したものを付け加えたのは、旧文字といえども慣れさえすれば

現代のアルファベッ トと同じように読み進められるので、原文を読んで、いただくき っかけに

なってほしいと願つてのことである。

ただし、原文には現在では用いられない綴り 、小文字表記のところを大文字表記等、現代

ドイツ語表現からすれば誤りと見まがう 表記も多々存在する。 しかし、それらについてもこ

こでは原文通りにした。この煩讃な作業を行った目的は、旧アルファベッ トに読者の眼が慣

れてほしいところにあったからである。
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初生児を見つつ母の感ずること

神 ょ、 わが神、汝は妻の我をば高く幸いし、
せい

地上の生を天上の喜びをもて飾りたり 。

人の位の最高に我を選ぴつ、

汝によりて我は天使を産みにけり 。

夫よ、父よ、いとき浄き愛のう ましき融合の

印となして我が渡す子に祝福を与えませ。

夫妻のこころ永遠に繋がんものはことごとし

この子に総てあるなれば。

我が子よ、たとえ苦しみの中に生まれて来しとても、
ふたおや

いざや休らえ、両親の胸によりつつ愛されて。

げにや、優しき心をば我等は常に抱きつつ、
まめやか

我等すべての命なる汝を育てん忠実に。

神なる父よ、生命のとわの泉よ 、その泉

子にも流れよ、強くまた浄く明るく 。

われらはなべて汝が子なり 、一一汝が家族なり 、
なんじ

されば一つの愛をもて汝と我等とを一つにせん。

*)強調文字についてのお断り

各歌の冒頭の 1文字が大きな太字になっているのは、原著の各歌の官頭のアルファベット l文

字が大きな花文字に装飾されているのを受けてであって、文意の強調ではない。

28 
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EZr一一 一一一一一ーーー一一一一一一 一 一一一一一一 -RF 

2. 子と生命の一致を感ずる

母

あ はれ子よ、愛らしき子よ。

微かにもこころに告げよ。
必れ

l暖かく汝より我に飛びちるは何にかあらむ。

春の日のtt誌のごとくおうちに色づくは何。-

1kよりi勇くは信仰、ー
たて

何ごとの起こるとも、母よ、 i!l: は~J\fi なり 。

j桜 め る 印 刷 こ れは愛なり。一

一致せる汝と我を聞むは光のみ。

この胸をめぐれるは希望なり。一一
いの色

生命の泉ここにそそがる。一一
せつ よ

来たれ子よ、かく切に、頼りたのみ

人のl止をながめいらん。一ー
しわざ

汝が心母の仕業に何ごとを予感すとも、

母こそやわらかにその愛を促さめ、いつか言いつつ、

子の信仰lと、希望と、愛とは

1守ーてられずにはあらざりき。

子の信と愛と希望とには、

子として祝福されつつ、すでに天の聞きいたりし一一

29 
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3. 

30 

我が子を見て至幸なる母

母が子と語るとき 、

m~かその愛撫をば説き得む。

子の生命の光みれば

天の喜び母を貫き流る。

きればこそ母は全く 身をささ げ、

子の生命育つることに切笑なれ。

子ょ、我が子よ、我に言え、

などて汝がすべての斯くは可愛ゆき、
たわむ

など戯るる遊びにも、 j青き喜び
み い

かく 多く我が見出ずらむ。一一
つぼみ な かしら ψ 、
苔に似たる汝が頭 '

花咲くごとく 喜びを我に与う 。

愛らしく 苔を平和の囲むごとく、

愛児よ、汝が額無邪気にひかる。

かおりつつ苔平和にひらくごとく、

愛児よ、汝が眼は生命を我にそそぐ。一一

母の喜び、高き幸、

汝が眼の光てり返す。一一

嬉しく咲き充ちて花の輝くごとく
すこやか ば ら

清らけし、 健に蓄積いろの頬は、

明らかに花の中に太陽のうつるごとく、

汝が顔より魂は光を発す。

ほほ笑める可愛ゆき口は勝ちほこり、

やさしき心の誓いを深く結ぶ。

げに、いとど可愛ゆき頭よ、汝となりて

小さき天使はあらわれぬ。
おか めあて

やがて危険を冒しつつ目標に至る



4 

第 2章 フリードリッヒ ・フレーベル著茅野裕一々 訳 f母の歌と愛撫の歌J(岩波書信、 1934年干1])の再録

はや からだ

力は夙も動きたり、身体手足に。

かくも可愛ゆき子供より

高く男々しき人間の姿こそ湧け。

また弱さにぞ人間の品位は見ゆる。
なれ

それゆえに我が心は汝に傾く 。
いのち

我が身の中のきよき生命は

我が子よ、汝に現われぬ。

されば汝を育てゆき守ることこそ、

我に喜びと魂の平和を与うるなれ。

*)強調諸についてのお断り

本書の語には、アルファベットを太く(太字)したり、アルファベットの間隔をあける(隔字)

等して 3種類の強調が存在する。最も強いのは太字と|煽字と両方を行っているもので、前の (2)

の歌の「信仰Jr愛Jr希望Jの 3請のみである。2番目に強い太字強調の語はゴシック体で表示

している。3番目の隔字強調の語は下線により表示している。

子と遊戯する母

母よ、汝が子に見る総てを吸え、

I吸え、高き生命の幸福を。

魂の平和と生命の幸福が高き宝なるを知り、

そを汝が子の中に保たんがために。

子 ょ、選Jdょ、我は愛す。
こがね

真珠、黄金にいやまして。
あ

ただちに我子と見知りうる

可愛ゆきものをみないわむ。一一

そはこの頭、汝には、

31 
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32 

未だ重きに過ぎるゆえ、

わが軟らかき手へ置きね。
ぬか

この眼、この額、 喜びを

我が吸うところ。乳と血に

似る両頬よ、あな可愛ゆ。

小さく可愛ゆき両の耳、

やがてよき歌ききも得む。

この鼻口はしずかにも

美しきことをわれに告ぐ。

はや幾たびか口づけし

この唇は蕃磁の赤、
まろ

小さく円きおとがいの

くぼみのげにも愛らしさ。

明るく笑める顔かたち、

金の髪ある頭蓋や、
〈び

頚は太りて軟らかく
うるわ

それゆえまろく 美 しし。

また美しきこのうなじ、

そっと我が頬に押しつけぬ。

愛児のまろきこの背こそ

胸にうれしく抱きしむれ。

これは小さき手と指よ、

これにて巧みに子は遊ぶ。

これは、我が子よ、汝が腕、

暖かく抱くは我がかいな。

またこの胸の高くして、

子の健康のうれしさよ。

胸にかくるる心臓よ、

憂き苦しさを知らであれ。

子の愛らしき眼のごとく
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尚

一
感

。

て

む

カ

な

や

れー

ー

。

、
L

引

U

*

に

も

く

に

は
久

を

る

机
脚

に

永

泉

明

両

し

の

く

る

か

生

浄

な

め

し

に

さ

澄

れ

常

小

く

く

も

の

り
浄

か

そ

こ

ひと

まもなく独り立ち上がり 、

この小さなる足をもて

まもなく歩むことならむ。

これは膝にて、これは股、

まもなく水も渡り得む。
あゆび

足のつぼみは足指とて

九つならで十ぞある。

これにて我が子はすべてなり 。

一年経たば飛びはねて

楽しき小児の生活に賢きこころ示すらむ。

、
1
レ

つ

ま

っ

て

き

育
動

を

ぬ
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*)原文は strampfelfus (ばたばたさせる足)。

5 生い育ちゆく 子を眺むる母

子の中に力の聞きゅくを見て

母は言う。“事11よ子を守らせたまえ

小さ き者を支配したまえ"一一ー

されどまた母は確かに

この信に安んじつつも

おのが務めをせではえあらじ。一一
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34 

我 が子はも花と実し、

誰とてもそれをば見得む。

その頭まろく輝き、
なめ

その額滑くあらわに。

朗らかの眼にて物を見、

耳をもて歌を聞きわけ、

鼻をもて花の香をかぎ、

口をもてうまき汁食い、

まろき頬は眠りて赤し。

何か子に足らざるありや。一ー

その上にきよく明るし

など我の愛さであらむ。一一

小さき手をあけまた閉ざし、

物あまたつかみも得べし。

小さき越しかとかかえて

よろこびてまたと放たず。

腕をも強くふりつつ

うえ下に動かし得べし。

小鞠もてぽんぽん打てど
おの つくえあな

己れも打たず卓に孔あけず。

脚をもて高く空に入らまく 。

子よ、汝がうちの物なべて

作るは汝の生の力ぞ。

我等の喜びと平和のため

我等はそを守らむ。
いのち

清き生命の願にぞ

我が子もそれを知るならむ。

学べ、生命をよく用い、

高き快楽を仕事より吸い入るることを。一一
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6 子が母の膝の上に立ち又はその腕に休む時の

母と子
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子ょ、澄める汝が眼を見せよ 、
のぞ

その眼より 心をば覗かしめよ。

幸を蓄積の花より I!装るため、

蓄識の唇もて我に微笑め。

また甘き汝が口をそと与えよ、

その上に祝福の接吻をせむ。

可愛ゆき手をも差し出せ、

やさしく 心を結ばまし。

軟らかき腕を我がうなじに置け、

暖かき愛に汝をば抱くため。

また見せよ愛らしき耳、

やわらかき髪ある頭。

うるわしく我が子は

愛の光にて

生の新緑の間より

百合に等しく花咲けよ o

足もてしかと立ち上がれ母の膝に。

かく母と近くあるこそ幸なれや。

汝と母とのよろこびに、

汝の生命の日とならむ。
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36 

休め、やわらに母の胸に、

汝と、我が子よ、母との喜びに。

母の胸による子

母よ、汝がEドー命の花は身の養いを;)とむるのみか、

いな、子の本能を信ぜよ、

子はまた求む、愛を、

愛する放や11のさがしき心情を。

お お、見よや小さき子が

母の胸喜びていだくさまを。一一

まどろめる愛の心ぞ

子を母へ共にひきつく 。

いま乳を飲むさまを見よ、

母の教えを見守るならむ、

やがて子は愛しつつ母をいだかむ、

心の黙せる願もて。

そしてやさしき母の情に

軟らかき心根を強めやすらむ。



Spiel-Lieder 

遊戯の歌



第 I剖: フリー ドリ yヒ フレーベル著 『母の歌と愛燃の歌jの紹介

i一一ー:~:.:.，.-:- ~-， ー一一一一ー.に J 占、、~
， 、 ~_J .-、........ 

ー.
>‘ 

'-，九州
-:;l ~， ・

38 

.$t~ampfe!6eÍ1t. 

，，!ls，nn Jtinbd)，n Aut 1!1I~苫旬、1 ・ IInb 箔dnr bl'¥Urgt， 
2n b日9Rutt'，b[，@j別tUu~ mi! b.m .Rinb， ~d) t<ot.-
mom @j南句rtrt~ [肘 b['Odut !ls，i(ung 9'A'奇rn:

@jd)on fr白~ [m Jtinb， 
(!J，roanbt， .g，tinb， 

~utd】宜仰~'tl6 4u捗n.g.n(，ht [nner.6 ¥!，bm; 
S肝d)¥Sd)，，!， unb @j~[，l， unb ~nn[g ，6 !1I.drn 
C!S'fub!'， 暗m帥llPnbu山聞tn珂1唱9u聞n帥1由b苫l!~附附t!似u附 d命e問n."

零轡tug~ ω山川めれ川m刈iω 伽叩:ゆ仲酬附附P沖嗣削附作似附附附附l肋刷州州6制紬蜘d凶伽n

2羽B恥Mοぱoll町削1fl附dめがJメIα句8刷削1α刷刷u¥l羽llno恥加1削川tゆb¥!enl n ' 
五;)e!filt'O I!nmvo)町1~íetUd) ， l!etn， 
!Dat ee専問nneC)e1t 1l1l~ tetn， 

!ID伺nllnlltl~tieb' tn [nn!lcr 91ac¥)t 

WÚt'~ li山， f(eine Jl'inbd)t.n IU吋t.



第 2章 フリードリアヒ・フレーベル著茅野前々訳 『母の歌と愛撫の歌J(岩波書応、 1934年干11)の再録

1. 足をばたばた

子どもが手足を動かして喜ぶと、

母にも子どもと遊びたい心が起る。一一
ぞうぶつしゆ き左

これは造物主が母に与えたみ諭しだ。

子どもの内にいち早〈、

上手に、ゆるやかに、

外の物で内の生命をやしない、

冗談や、遊戯や、 i総l列なからかいで

感情や、感覚や、予感をめざませとの。

急 いで、足をばたつかせ。

、
司
ノ
。
、

。

ょ

、

つ

に

き

る

そ

め

と

ば

え

出

た

す

を

燃

ち

の

か

油

に

打

子

あ

の

い

ら

い

を

プ

れ

か

さ

川

長

ン

き

麻

小

川

夜

ラ

く

胡

い

ん

な

る

や

愛

さ

w
麗

か

し

子

可

母

判
締
あ
け
芥

39 



第 I音1¥フリー ドリ ッヒ フレーベル著『母の歌と愛撫の歌jの紹介

「欄外装飾画の説明」

足をばたばた

聡明に育む母よ!

生命はすべてのあなたの感情とあなたの

知覚と思想の根源である。生命は、すべて

のあなたの活動、仕事、行為の中心点、関

係点である。 したがって、あなたの感情、

活動、あなたの思惟、行為、それらはいつも 、

lつの、非常に内的に一致したものである。

そしてあなたの子どものおよそあらゆる生

命現象は、内的に一致しているこれらの双

方を、刺激し、興奮させるのである。

であるから、あなたの子どもの、しずかな、

力強い一一ー実際の力との割合からいっても

一一力強い烈しい生命現象が現われること 、

そして、それを注視することより以上の悦

びを、いかなるものもあなたに与えはしな

い。もっとも、それはこういう現象が自然

と生命の法則に合致した場合だけに限られ

ているが。

そしてこういう現象がこのようにあな

たに近づ くとき 、 もしあなたが偏見、習
ニ'びゅう

↑賞、誤謬によ って阻まれないならば、あな

たは直ちに、あなたの幼児の動く生命をま

た直接に保育し、いたわり 、それを保育し

ながら強くさせ、それを発達させ、訓練し、
とうや

陶冶し、こうして、あなたの子どもに、ま

ず第ーに少なくともこの生命を自ら知覚さ

せるように、促 したてられた心持ちになる

のである。

いま既に水浴によ って力強くされたあな

たの子どもは、あなたの前で、彼の非常に

40 

しとね

さっぱりした樗の上に横たわっている。全

身の健康を快 く感じながら、彼はあなたの

前に横たわっている。小さい両腕を動かし、

小さい両脚をばたばたさせながら。

あなたも感じているように、彼は、自分

の力を試すことのできる、そして、それに

よって、力を高めて、その力をよろこぶこ

とのできる lつの対 象を求めている。あな

たが子どもの行為から、要求として、いわ

ば願望として読みとるものに対し、あなた

の母性愛は、いたわりながらそれを迎える。

彼は交互に彼の小さい脚をあなたの手ゃあ

なたの胸に突っ張り、踏み、もがく 。あな

たの手や胸は、彼の脚の測力計であり、力
こう L人

を昂進するものである。

あなたは彼の力の表現の運動法則にした

がう 。 しかし、あなたはただ外的な身体の

生活をかように保育するだけでなく 、また

彼の内的な感情、知覚、霊の生活をもおな

じように保育する。彼は、あなたの力によ っ

て自分の力を認めるだけでなく 、さらに、

あなたの愛、あなたがこれらすべてを行な

う心持ちをいわば感じなければならない。

こうして、行為と言葉に旋律的な調子が加

わってくる。どんなに彼の目ざめ生長しつ

つある力があなたにと って、いわば、あな

たの愛の保育と愛の焔のための油になるか、

多分、あなたは今からもうそれをあなたの

幼児に感じさせ、少なくもやがて認識させ

たいと思うであろう 。
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あなたが幼児への愛から眠らずに番をし

ていた過ぎ去った夜々、小さなランプがあ
かたわ

なたの傍らに立っていた。いまやこのラン

プが以上のことへの機会と形象を与える。

油を提供する植物。それは、莱種、あぶ

らな、亜麻、芥子、 その他、それがど

のように呼ばれ、種々の地方においてそれ

が適用されでもあまり問題にはならない。

ーーとにかく法則にかなった力の発達と相

当な力の使用の結果、これらの植物から、
ふ Lんぱん

不寝番のランプのために、養いの油が生み

だされた。こうして、この幼児は後にな っ

て感じるであろう、彼に対するあなたの母

の愛の保育は、彼が彼のすべての力を調和

的に発達させ、相当に適用し、使用したこ

とから起るということを。
さ〈ゆじよ

この左手の搾油所には、安全な場所に、 l

粒の芥子と l粒の亜麻とが、根を下ろし、

生長していく余地を見出している。この搾

油所は、いつかあなたが子どもと一緒に実

際の搾油所を見る日まで、それに対する理

解力の発達したあなたの子どもに、それを
ベんぎ

一一油と芥子にも関係させて一一示す便宜

をあなたに与える。

少年と少女は見たものを各自がそれぞれ

の方法で実現する。いわば我々を愛するす

べてのものを作る自然の中の力は、子ども

たちには理解されないかもしれない。 しか

し、母はそれを予感し感じさせるために、

彼女の子どもの群れを付近の山の谷へ連れ
かみて

て来た。その山の泉の上手に、いま少年は

彼の水車のために、それが水に押されて面

白く動くような lつの場所を探しだした。
かたわ

彼の弟は眼をみはりながらその傍らにか

がんでいる。まぶしさのために兄の作った

ものを驚嘆することを邪魔されないように、

眼を射るような太陽が顔にあたるのをさえ

ぎりながら。I番上の姉は、一気に目的を達

しようとしている。彼女は健康な両足を澄

んだ小川へふくらはぎまで浸して、そのな

かで細かい砂を担ねて、形のある塊に形づ

くろうとしている。母は、愛するものたち

に固まれて、“幼年時代を同じように哨育し

ているにもかかわらず、どうしてこう違っ

た子どもの生活が形づくられるのか"とい

うことを、考えながら座っている。

無邪気な遊びを鏡として、彼女はこれら
み

すべて 3人の 水と水の力に魅せられた

一一子どもの将来の生活を見ている。

彼女はこう予感する。l番上の男の子は、

間接に彼の精神によ って、目標に導くもの

を使用することを覚えながら、いつか生活

力を彼の目標にまで導いていくであろう 。

少女は、彼女の目標を彼女自身の心の中
じりさ せん Lん

に確保し、自力をもって専心しながら、彼

女自身の生活と行為とによ って、直接にそ

の目標に到達するであろう 。

弟は、力の本質とその作用の法則を究明

することによって、このおなじ地点に行き

着くであろうと。

遊んでいる子どもたちが、心の中で、お

のおの lつのゆたかな生活を現在に生きて

いるように、母は、それを、現在と将来だ

けでなく、過去においても生きているので

ある。

なぜ、なら、龍を持って通りすぎ、もうい

くらか山を登った女は、“一体、どちらへお

いでになりますか"とたずねられて、こう
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答えた。

“お金持ちの粉屋へ行って、在、の持って来

たものでいくらかの油をもらえるかどうか

尋ねてみるのです。赤ん坊が大変悪いので、

不寝番をしなければなりません。パンも要

ります。実際、もう私は何も働きがないん

ですけれど、かわいそうな赤ん坊はどうし

ても食べなければなりませんから。"

筆者による補足

この答えを聞いて、母の心の前には、彼

女の足をばたばたさせる遊びが過去から浮

かび上がった。そ して、彼女の幼児たちを

見やって、自分のことを考えて、彼女はた

ずねる。

“この子どもたちの将来の生活は、感謝を

もって、母の愛に報いるであろうか。"

各歌に見出される子どもの発達やそれに対する配慮は第E部第 4章~第 6章に詳述しま

す。ここでは、それら以外に、知っている方がより理解しやすいと思われることについて、

簡単な説明を補足します。

1)生命

2)後姿の女性

1)生命

「欄外装飾画の説明Jの冒頭の Leben(英語の life、ここでは生命)という語は、隔字強調

されています。 Lebenは、フレーベルが本書全体の目的、目標、内容、方法等を語る n母

の歌と愛撫の歌』への指示」では、太字で強調して語る語でもあります。

生命はフレーベル思想の鍵概念の lつであって、彼は、キリスト教圏に生きた信仰者と

して、「神は万物を創造された、万物は神の被造物である」という世界観の中に生きています。

だから、生命は神から与えられた最大の賜物です 1)。そうであればこそ、フレーベルは、万

物に生命および生命作用に似た働きを見出しています 2)。そ して、人間らしい人間に成長す

るということは、 他の被造物全体と共存し、その中でも特に人聞に与えられた使命を自覚

して生きる人聞に成長することだと考えています 3)。このような生命から欲求、感覚、作用

等になって内外へ発出されるさまざまな「力jが次の歌で説明されます。

1)フレーベル著荘司雅子訳 「子どもの第三遊具と子守歌J小原図芳、荘司雅子監修 Iフレーベル全集j第4巻、

玉川大学出版部、 1981、217頁。

2)フレーベル著荒井武訳 『人間の教育J(上)、岩波文庫、 1964、253頁一 259頁。

3)向上、 11頁 15頁。
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2)後姿の女性

「説明Jの終りに，)11上の水車小屋へ歩いていく農婦に言及されています。後姿の人物とは、

ロマン派の絵画で、はその人物に注意を引きつける lつの型だそうですヘ確かに、この遠く

の後姿は、前景の母子 5人に劣らない強さで私たちの目を引きます。

「説明Jでは、この母親について、病気のわが子のためのパンと徹夜の看病のためのラン

プの油を、僅かな品物と引き換えにお金持ちの粉屋に頼みに行くところだと語られています。

楽でない暮しが窺われます。それに対して主人公の赤ちゃんの母親は、 一見、子育てだけに

専念しているような服装です。 しかし、当時、家庭内労働を使用人に任せた上流階級の婦人

は、子女の養育についても最初から乳母等他人の手を借りるのが当たり前であり、あるべき

姿ともされていました。だから、この母親の服装は、フレーベルの乳幼児教育を行う社会階

層をあらわしていると見るよりも、古典派絵画以来のひとつの傾向であった古典趣味のあら

われと見たほうがよいでしょう。

そして、暮らし向きにも子どもの健康にも恵まれていると見える主人公の母親は、この病

児の母親に心を寄せつつ、将来、子どもたちが成長したとき、母親の愛に気づき感謝するだ
ゐい

ろうか、という思いを吐露しています。この点は、焔と油という表現とも相まって、わが国

では母親が子どもを愛することだけを強調するのとは異なり、相互作用を重視しているとい

えます。

しかも、この相互作用に関連して、フレーベルは、子どもの立場から「人間の最初の基本

感情は一致、共同、統一の感情であるJ5)と述べて、赤ちゃんは生まれた最初から泣いたり

蹴ったりして自分の力を外へ表すだけではなく、赤ちゃんの心に「共同感情が発達してくるJ

と述べています 6)。また、共同感情の一例として小さな少年が疲れている母親に向かつて「僕

がきっと母さんを守るよJといったことを挙げた上で、その言を少年の幼少期の力の感情の

表出とも述べています 7)。つまり、相互作用を当然とするのは人情に由来するというよりも 、

彼独自の「力j理解の中で考えられていたからでしょう。

4)木村和美「風景画の革命一一<海辺の僧侶>-J神林恒道編 『ドイツ・ロマン主義の世界一一フレードリ
ヒからヴァーグナーへ一一j法律文化社、 1990、31頁。

5)荘司雅子-藤井敏彦訳「子どもの生活からJrフレーベル全集j第 3巻、玉111大学出版部、 1977、363頁。
6)フレーベル若荒井武訳 『人間の教育J(上)、岩波文庫、 1964、35頁、 36頁。
7) 5)論文、 362頁-363頁。
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第 2主主 フリードリ y ヒ・フレーベル著茅野î!f~々 ff~ r母の歌と変撫の歌J(岩波書j首、1934年:FlJ)の再録

ばったりこ、坊やがころぶ

聞のする何事にも

常に高い意味がはたらいている。

1まったりこ 、坊や"を遊ぶ時でさえ

母の心には高い目標がある。

母のすることは皆そうだ。

母はただ精神と力とが強めたい。
いっ

我が子が何時か滑っても、

注意して昔、1)れるのを避けるように。

lまったりこ、坊やがころぶ。

きげんよく愛が抱き起こす。

可愛い坊やは笑ってる。
めめ

母ーさんのお目が見ていると、

坊やはちっとも痛くなく

ただ面白いばかりゆえ。一一一

ばったりこ、坊やがころぶ、

きげんよく母さん抱き起こす。

こうして心も身も育つ、

すべてに賢いことがある。一一
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「欄外装飾画の説明」

ばったりこ、坊やがころぶ

全身を強くするための身体の遊戯

ひ き ん

人生においてしばしば卑近なことが見の

がされるように、この歌においても同様な

ことが起こった。しかし、後になってからは、

芸術家の理由 けっして軽視され得ない

ーーから、ついにこの部分へ欄外装飾画を

付ーけ力日えることはどうしてもできなかった。

けれども 、この小さい歌と遊戯は、身体の

遊戯であり 、これを削除することはおそら

く不可能であ ったから、結局、それはここ

に欄外装飾画なしにしておく 。 しかし、聡

明な母よ ! それは、それ自身によって、

また題詞によ っても、容易に説明され得る

のである。ちょうど、それの実行が容易に

描写され得るように。

親愛な母よ ! 私の前にはこういうあな

たの姿が浮かぶ。あなたは、樽を広げた卓

の前か、または、あなたの愛する子どもの

小さいベッ ドの前にいる。彼は小さい肩を

一杯に張って、半ば腰かけ半ば横になりな

がら、樗の上、あるいは子どものベッドの

上に、あまり高くなく、あなたの両手一一

まるで lつの小さい簡のようにな っている

に抱かれている。あなたはあなたの手を

ベッ ドの上に滑りおとす。

そっと 、しかし子どもの身体が実際それ

を微動で感じるように。

それとも 、幼児はすでにあなたの前の樗

または厚い掛け布団の上に横になっている。

46 

あなたは彼の両手あるいは両腕を捕ら

え、子どもが腰をかけた姿勢を保つように、

彼の上体をそっと起こす。それから、あな

たは再び子どもの手と!胞をそっとあなたの

手からすべらせて、再び彼をベッドの上に

落とす。しかし、それは子どもがそれによ っ

て実際多少の微動を感じるように行なうの

である。

注意深い母よ! いまゃあなたの保護と

あなたの愛の下において子どもをこのよう

にすべらせることは、おそらく子どもを強

くさせ、力の感情を高める。そのように、

一方、あなたの将来の生活において、あな

たはあなたの段々と伸び育つ子どもに、“滑

るということは、もしこういう眼を欠いた

ならば、ややもすれば落下となる"という

ことを感じ、認めさせる境遇に十分出会う

であろう 。
そり

あそこに、犠に乗った子どもが様路を

滑ってゆく 。慢をみちびく眼と力が未だ欠
かぜん

けている。そして、果然 | 彼は倒れた。
あL

幸福なことに、まだ彼の脚は少ししか痛ま

ない。

“将来倒れない ように、お前の眼を強く

し、お前の力を強くするがよい。"

あそこに子どもが梧路を滑っている。不

注意にも彼は周囲を見まわし、不注意にも

足や脚を思うままに動かしている。彼は倒



第 2章 フリードリッヒ・フレーベル著茅野焔々訳 『母の歌と愛撫の歌J(岩波書応、 1934年干11)の再録

れた。が、しかし幸運にもただ少しすりむ

けただけである。
ま伝ざ

“2度と倒れないように、お前の眼と眼差

しを集中し、お前の足と脚を支配するがよ

い"と苦痛が彼に言う。

しかし、ああ! あそこではつるつるし

た皿が少女の手から、鏡のように澄んだコッ

プが少年の手から滑りおちた。しかも 、彼

らはそれらを非常に注意深く持ち、決して

それから限を放さなかったのであるが。

“もし注意深さと真の恐怖に、弱さと1wi力

筆者による補足

1)遊戯に用いる身体部分の指示

2)力

3) r発達Jが重視される理由

1) 遊戯に用いる身体部分の指示

が加わるならば、やはり同じく落下となる。"

母よ ! あなたはここであなたの子ども

のために絵を必要としているが、しかし、

もしあなたがこういう絵を人生からまとめ

上げるならば、あなたはここに絵がないの
さび

を淋しく思わないだけでなく 、かえって、

この小さい遊びの生命の果実をあなたの子

どもに保障することができるであろう 。

「説明」の題の下に「全身を強くするための身体の遊戯」と書かれています。このよう身

体部分が指示されているということは、その身体部位を用いること自体がこの遊戯の眼目に

ある、と見ることができます。このことについては第E部第 4章に詳述します。

2)力
はんちゅう

力というと、現在ではたいてい物理学の範鴫で考えられますが、西洋で、は永らく哲学の考

察対象でもありました。その際、力の根源は事物の内にあるという考え方と外にあるという

考え方と 2つの考え方が存在しました。内にあるという考え方の基本は手足の力、つまり、

手足が自分の思うように動くのは力の根源が自分の内部にあるからだという考え方です。そ

れに対して、力の根源、は外にあるという考え方も既にアリストテレスの時代から打ち出され

ていたといいます 8)。

ニュー トンによる万有引力の発見 (1687)は、一見、何でもない物体の落下という現象が

8) 田辺行人「力Jr大百科事典』第9巻、平凡社、 1985、592頁。
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壮大な字宙と直結していることを科学的に説明しました。それは単なる物理学上の発見にと

どまらず、以降、世-問全体の人々の精神を科学的精神によ って明るくすることにつながった

ことはこの 『母の歌と愛撫の歌Jにも窺われます。また、引力(親和力)が物理的概念にと

どまらず、人間の心の働きの力として取り上げられた例は、ゲーテの小説 『親和力Jに見出さ

れます。

フレーベルは自然科学者であり信仰者でした。だから、人間もまた神に創られた存在とし

て何らかに神の性質(神性)を反映すると考えました。ここに私たちは、既に(l)f足をば
たま もの

たばたJから、フレーベルが生命(神から与えられた最大の賜物)の発出として「力Jを取

り上げているのに気づきます。つまり、身体、感情、感覚、欲求・衝動、精神などさまざま
そ伝 Lんせい

な方面にさまざまな形をとる力の発出は、フレーベルにおいては人聞に具えられた神性の表

出であるからこそ、生まれたときから教育的視野の中に置かれるべきことがらでした。

3) r発達jが重視される理由
ばんぷつ ひぞうぷつ

キリスト教における万物は干111に造られた、すなわち神の被造物であるという思想は、当然、

宇宙のあらゆる力のあらわれに根源の存在を認め、この線源を神とします。この考え方に従

うと、人間もまた神の被造物であるからには他の被造物と何らかに共通する性質を有するは

ずです。ここにフレーベルは、被造物であるからには人間と他の動植物、鉱物、 宇宙等とに

共通してネI/Jから備えられたものは何かと考えます。そして、その答えを、あらゆる存在には

何らかに法則性が存在するということに見出すのです。この観点から、彼は、人間に備えら
せつり

れた「発達jという法則性を大事に考え、発達に従って成長することを合自然の、和/Jの摂理

にかなう人間の課題と考えたのでした。

48 



第 2ij'i フリー ドリ ッヒ ・フレーベル者五サ'J前々訳 『母の歌と愛娠のilkjO'Jii山口前、 193411~ rlJ)の jJ)鍬

事ω 也~ut'l\t ~ii加均tlt.

，，60U :!lr(n $(nb boS lt~un '011 
.tωoS lCnberm fajf，n. 

lJJlutt :!lu rG 1111 OJlcld1rtl frlb~ 
ouMul)rrn lojfrn. 

:!lotlll 111 rS Urf S，g'runb.t. 
:!lot :!lrln J!inb 
G.Snn， gcfd)¥oinb 

lJlø骨a~mt. l'OøS .Sum Pdi~lIbd." 

外務iebad制 1)巾 11 削 f'oel1l 

!l:1)utOt. 

~iめ Tαnn 'orc~'n 1m !IDin'o旧1'0¥Stllnn.， 
.!tann mrln .!tln'o feil1岳iinbd)tlltV'lIb.n， 
¥so fidi neu.官tel印刷仰n'o.n.

ピて一'づ~〆ーペ~と一一台
でァー一--、-- ター-~一一c::::;;:;;_: 一一一 一・ .〆一一一，ー ー…←一一『ー一ー ‘、ー'ーー /....・-L-""'--

一ー...:::..---1..._、 ー一一、=-ーム
~一--=~_":'竺=.，....三;;:--コ守山 . """，ご~::;-ー一司二、，

-~ .--=-: ~. ....:.- ..- 一 一人 一 一一一
思ε:~"""" .品_.ー二ζ ー ~二~

一一一一一

49 



第 I音1¥ フリー ドリ yヒ フレーベル著 f母の歌と愛撫の歌jの紹介

3. 塔の上の鶏

しわ ざ

子どもに他の物の仕業をわからせるには、

自身同じ事をさせなくてはならない。

あなたの子どもが

喜んで、早〈

周囲のものを真似ると

それで深い基礎ができる。

す

ば

に
宇
品
ら

戸

、

っ

せ

な

功
一
よ

廻

る

難

一

る

を

あ

の

廻

行手

び

見

に

お

喜

風

嵐

は

な

の

や

や

た

塔

風

坊

新

*)原語は Hahncheno(おんどりさん)といった親しみをこめた語。

50 
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「欄外装飾画の説明」

塔の上の鶏

手関節と肘の運動を練習する遊戯

ぜんわん

幼児の前腕はできるだけ直立し、その手

は同じ方向に、 4本の指が小さい鶏の尾を、
てのひら 〈び

掌がその胴体を、親指がその頚と頭をか

たどるように、広げられている。こういう

姿勢において、あなたはあなたの幼児の手

を向こうへ動かしたり、こちらへ動かした

りさせる。

“しかし、この遊びはまたあまりに単純で

ある!" 

けれども、それはあなたの幼児を悦ばせ

る。それは、常に新たに彼をよろこばせ、

長い間彼をよろこばせることを止めない。

あなたの幼児はまだ少しも話すことができ

ない。 しかしあなたが彼にむかつて“風見

の鶏(これが旗であるところも多い)はど

うするかして見せてちょうだい"あるいは

“風見の鶏をして見せてちょうだい"といっ

てイ足したてるとき、まことにf皮はどんなに

喜んで、いやそればかりか、どんなに真剣

に小さな手を動かすことであろう 。これら

すべては果たしてなぜ、にこうであろう 。

いま、あなたがあなたの子どもの前で l

つの物を動かす、しかもそれを動かす根源

がいくらかその物から離れている、という

ような場合に、子どもはその物の運動の観

察そのものよりも 、それを動かす根源を調

べることの方をもっと悦ぶものである。か

つて今までに、あなたはこういうことに気

が付かなかったであろうか。

この場合の理由は、lつの結果の根源、 l

つの影響の原因を感じ、支配することであ

る。これこそあなたの子どもを、悦びと真
み

剣とで充たすものなのである。まことに、

彼はもう 実際、いわば、“動かされる物には

lつの動因、動力が根源、に横たわっている"

という認知を表現している。そして彼はや

がて“生活しつつある生き生きした物には

lつの生き生きしつつある、生き生きした、

生命を与える力が根源に横たわっている"

という結論に到着するのである。

すこし風のつよい、ほとんど荒れ模様の

ある日 、あなたの愛する子どもたちは、あ

なたの居住地の前の物干し場へ附いてゆく 。

というのは、子どもたちはいつも仕事に身

をゆだねている母に聞いてどこへでも喜ん

でゆくのだから。

聞くがよい! 塔の上の風見の鶏がい

かにきしる音をたてているか。風がそれを
あちこ ち

彼方此方へ動かす。ここへ、また l羽の雌

鶏が、その誇らしげな雄鶏と 一緒にやって

来た。 しかしこれらの鶏は、風見の鶏のよ

うに、すばやく風の波に身を処することが

できない。少なくとも風が彼らの尾を彼方

此方へ回転させる。 しかし、何と風が洗濯

物をばたばたさせていることだろう 。それ
U だぐち

は声高く無駄口をききながら、烈しい風の
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話をしているように見える。このばたばた

いう無駄口はどんなに子どもを悦ばすこと

であろうか。少年は水浴のために使うつも

りでタオルを持って来たが、 風が~rt:! し、ので
だめ

駄目になってしま った。そこですぐ彼はそ

れを l本の棒の先に結びつけて、高くなび

かせ、空中で無駄口をきかせている。一方、

少女のハンカチと伸ばしきった腕とは、お

なじような悦びを彼女に与えているにちが

いない。

少女がハンカチに、少年がタオルに与え

ている以上の自由を、 別な少年はその凧に

与えている。しかし凧はその代り高く揚がっ

て、一層大きいたのしみを彼に与えている

に違いない。

“から、から、から。"あそこに聞えるの

土一体何だろう 。風が風車の翼をはげしく
きゅうち ょっ

追いまわすために、ふるえて、急調な、

からからいう音をたてている。 しかし大人

がどんなことを行な っても 、子どもはすぐ

にそれを模倣 しないでいるだろうか | (で

あるから、大人のあなたが子どもたちの眼

の前で行なうことには、注意しなければな

らない)。ああ、もうここに l人の少年が紙

製の風車を持ってやって来た。少年が速く

走れば走るだけ、風車はまた何と一層速く

廻ることであろうか。

むこうの方では、旬・が彼女の小さい女の

子を風の力から守ることができない。そし

て、大人の男でさえも、風のために転ばな

いように、 しっかり平衡を保たなければな

らないのである。

“ママ、だけど今日もまた風が強くて、何

もかも薙ぎ倒していますね。ほら、あっち

52 

にいる姉さんの髪がまるでママの洗濯物の

ようにひらひらしてるじゃありませんか。

一体、 こんなに何もかも動かす風は、 どこ

からやって来るんですか。"

私の子どもよ 、たしかに、私が自分の理

解している通りに言おうとしても、 お前に

は分からないだろう 。たとえば、“空気の圧

力、あるいは、空気の密度の変化、あるいは、

空気の温度状態の変化、 それらがこういう

ことを引き起したのだ"と 言っ ても 、お前

はそのすべての言葉の l語をも了解しない

だろう 。 しかし、 つぎのように言えば、 お

前にはすぐ分かるであろう 。

“ただ風のようなものでさえ、力が一致

して大きくなれば、たとえそれは眼に見え

なくても、大きいことや小さいことや、種々

のことを引き起すことができる。私の子ど

もよ、こうして、世には知覚することはで

きても眼に見えない多くのものがある。ま

た知覚することも眼に見ることもできなが

ら、お前に言葉で説明し、明瞭にさせ得な

い多くのものがある。ご覧、 お前の手は動

くけれど、 お前はそれを動かす力を見るこ

とはできない。であるから、 お前がいま力

を見いだす場合には、ただそれを注意し、

はぐくむがよい。やがて、 たとえそれを見
ど

ることができなくても、それが何処から来

るか、 だんだんお前にも分かるようになる

であろう 。"
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筆者による補足

初めての真似あそび

この歌から初めて、見たものを真似る遊びに入ります。この歌詞は子どもに歌って話しか

けるような形式なので、親が鶏に赤ちゃんの注意を向け、この歌を歌いながら手で鶏の真似

をしてみせるとそれを赤ちゃんも真似る、という遊びでしょう 。ここでの赤ちゃんは「まだ

少しも話さないJといわれており、また、赤ち ゃんが自分を抱いている人などに第三の対象

を指差して共有しようとするのは生後 10ヵ月頃からといわれるので 9)、それ位まで成長し

ていると考えられます。

もう少し後になって子どもが歩き始めた頃の注意として、フレーベルは、子どもが何か対

象に近づいたときに大人がその対象の名前を言ってあげたり特性を言ってあげることは大事

だ、それは言語能力を発達させるためではなくその対象の部分、特性、その印象などを理解

させることなのだと語っています 1010

真似あそびがこの歌以降始まるのも同じことで、それによ って対象を理解していくためで、

その際、自分と気持ちを通じ合わせる親しい他者として相手を知っていく(第E部第 5章子

どもの「他者との人格的関係」参照)ことがフレーベルの乳幼児保育の鍵です。

9) 田中昌人 ・回中杉恵著 『子どもの発達と診断2 乳児期後半j大月番応、 1982、182頁-183頁参照。
10)荘司雅子-藤井敏彦訳「運動遊戯Jrフレーベル全集j第4巻、玉川大学出版部、 1981、382頁 383頁。
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フリードリッヒ ・ フレーベル著茅野~tii 々訳 『母の歌と愛撫の歌J (岩波書応、 1934年刊)の再録

し=

子どもはおしまいを何と解釈するだろう 。一一

それに意味がなくては、子とともにはわからない。

今見た ものが

もう無い。

上にあったものが

下にある。

今あったものが

消えている。

どこへ行ったろう 。誰かがそれをJllI.ったのだ。

ご覧、両方には一致点がある、

それで子どもにはわかるのだ。

宇品しお

第 2章

4. 

おしまいよ。お しまい、坊や、

スウフ。はこ tしで、おしまいよ。

どこへ行ったでしょう 。一一あら、

お口がそれを食べました。

舌がそれを押し入れて、
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小さい歯では噛まないが。
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それで坊やはきげんよく

白くて赤い。乳と血のように、



第I部 フリー ドリ ッヒ ・フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

「欄外装飾画の説明」

おしまい

手の関節を訓練する遊戯

手を水平にしたり垂直にしたりして方向

を変える運動が、 lつの否定的運動として

用いられ、または何か物がすでになくなっ

たこととか、誰かがもはやそこに居ないこ

ととかを意味するために用いられることは、

一般に知られていることである。

この小さい遊戯は、ただ腕の姿が異なる

だけで、前の場合とおなじくその運動によ っ

て、子どもの手の関節を発達させる。 しか

しこの場合それは、それに結びつく表現と

考察によ って、前の遊戯とは正反対のもの

である。前には広くひろげられた現在的な

ものであ ったが、ここでは欠陥である。前

には持続的なものであ ったように、ここで

は一般的休止である。前の場合には生き生

きと現在が指示されたように、ここでは既

往が、過去が一般的に表現され、全然 lつ

の現在と比較された lつの以前のことと、

過ぎ去ったことの指示である。つねに過去

には何かあったが、今はもはやない、とい

うのである。スウプはもうおしまい叫になっ

た、皿はからにな った、灯は燃え切 った、

パンはもう残っていない、というように。

パパと 一緒に野原へ行った犬のムンタア

まで、自分の食物を食いつくしてしまった。

まだひもじいように見えるが、もう何も残っ

ていない。少年はのどが渇いた。“姉さん、

どうか少し水を下さい 1"彼女は少年の前

56 

に、自分が納得のできるように、空っぽの

コップを逆さにして見せながら、“もう少し

もないの"という 。この報知があまり意外

で面白くなかったために、彼はつい後に置

いてあったパタパンのことを忘れてしま っ

た。ずるい猫はこれに気がついたと見え、

こっそりしのび寄って、パタパンをくわえ

去る。一一それを食い尽くすために一一 。

やがて少年がパンを欲しくなって後を向く

と、今度も彼には“みんななくな った!.. 

ということになる。

しかしそこの少女はかわいそうである。

彼女は非常に好意をも って、彼女のさえ

ずり鳥に餌を与えようとしたが、妹の空の

コップを見たために、かごの小さい扉を不

注意にもあけたままにしておいた。“ねえ、

お前のさえずり鳥は一体どこへ行きまし

た。

“あ、もういないわ、逃げてしま ったの 1"

“姉さん、いら っしゃい。"と兄は慰める。“外

の古い木の上に、たくさん小鳥のいる小さ

い巣があるんです。その巣を持ってきてあ

げましょう 。そうすれば、 lつの鳥の代り

にたくさんの鳥になります。 さあ、さあ、

行きましょう!.. 

実際、みんなここにいる。 しかし、あま

り夢中な期待を持っているので、子どもた

ちに附いてきた、まだお腹のすいている犬



第 2章 フリードリッヒ フレーベル著茅野稲々訳 『母の歌と愛燃の~lxJ (岩波書庖、 1934年干1])の再録

が少年の手からパンを食い取っても気がつ

かない。そ して彼がやがて後を振り返った

ときに、今度も“もうなくなった"という

ことになるのである。兄はもう木に登って

いる。“おや、おや、もう l羽もいなくなっ

た! みんな逃げちゃ った。"すると、弟が

いう 。“だけど、どうしても小鳥の中の l羽

はなくちゃいやだ。ごらん。とうとうっか

まえて、帽子の下へ押さえた。あとで妹に

やったら、きっとうれしがるよ。ここ にき

れいなえぞ毒があるのは、何とうれしいこ

とだろう 。どうしても摘まなきゃならない。

可愛い小鳥、ちょっと暗閣の中でがまんし

ておいで。

しかし、風がしのぶように掃いて過ぎ、

帽子をひっくり返し、小鳥は空へ逃げてし

まった。少年が帰ってくると、“ああ、もう

小鳥がいなくなってしまった !" 

“ママ、僕はもうこの絵を見たくありま

せん。ここじゃ、いつもみんななくなって、

男の子が持っているものや、持ちたがって

思ったら、できる限り節約し注意深くなけ

りゃいけません。欲望のために誘惑されて

はいけません。ある場合に何か欲しいなら

ば、適当な時に用意しておかなければなり

ません。自分の咽喉の渇きを消そうという

希望が失敗したために、男の子は自分のパ

ンを忘れました。不注意のために女の子は

さえずり鳥を逃がしました。男の子は小鳥

を巣から取り出して篭へ入れる権利を持た

なかった。小鳥どもの力と勇気とは彼らの

自由を保障した。あまり期待に心を奪われ

た男の子は、犬にパンを食われました。そ

して、えぞ毒のくさむらの誘惑に抵抗する

ことができなかったために、少年は、妹を

よろこばしてやろうと思っていたのに、そ

れがだめになりました。"“ママ、もう l度

向こう へ飛んで、ゆく 小鳥をよく見せて下さ

し、。

いるものが、何にも残っていないんですも り元訳では「みんなJと翻訳されているが、原

の。" 語は all であるので、「おしまいJに訳詞を

“よくお聞きなさい。何か持ち続けたいと 変更した。

筆者による補足

自由

説明の最後に、自由ということが、むしろ唐突な印象を与えて出てきます。帽子の中に

捕えられていた小鳥が風でl帽子がとんだために逃げることができた、というところで、「小

鳥どもの力と勇気とは彼らの自由を保障した」と語られている点です。当時のドイツは、現

在の州がそれぞれ独立した存在の、日本でいうなら江戸時代の幕藩体制国家のような時代で

あって全州が統ーされたドイツはまだありません。フ レーベルの言葉を借りるなら母国はあ
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第 I音1¥ フリ ー ドリッヒ・フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

るが「祖国ドイツ」はまだ無く、内的にはその実現を待ちつつ外的にはフランスとの緊張関

係にあった時代です。この時代のドイツの人々にとって、「自由jは、現在の私たちが想像

するよりももっと輝かしくもっと大事な概念だ、っただろうと思われます。
U りき

非力なものであっても自分の自由を得、守るためには全力を尽くす。それ位自由とは大事

なものだということを母親から語られることによ って、子どもは、それまで絵の中の子ども

たちに重ねていた自分の思いを、立場を変えて小鳥の立場になることを可能にされます。す

なわち、他者の思いや立場を思い図って理解することができるようになります。

自由については、この後、 (10)r小魚Jでは、自分に合ったところにいる場合の身体的自

由が精神的自由をも伴っていること 、反対に自分にと って合わないところにいる場合の身体

的不自由が精神的不自由をも伴うことが語られます。

(15) r鳩の家jになると、主人公の子どもは、既に l人で近辺の池や川等まで散歩に出

かけて鳥や小動物を心ゆくまで眺めて帰って来るまでに成長しています。もちろん 4歳か

ら5歳にかけての子どもですから親が安心していられる範囲の散歩ということになります。

フレーベルは、子どものこのような外出に insFreie gehen (自由の中へ出て行く →外出する)

というドイツ語の表現を用いています。ここで、子どもは、自分が散歩に出かけて (身体的

自由によ って)得た刺激を知的・心情的知識に高め得た充足感によ って、母親が家にいなけ

ればならない身体的不自由を精神的不自由・不満足感として思い図っています。そのように

相手の立場や思いを思い図ることができたからこそ、子どもは母親から「お前の年頃には外

へ出かけなさい。でも大人の私は家の中にいる」と 、身体的不自由が必ずしも精神的自由を

束縛するものではないことを教えられています。

この後、自由については、成長の最後の段階になる (42) (43) (44)の「騎手と子ども」

の一連の中で、自由の体現者としての騎手が子どもにと って輝かししまぶしく、力強さに
い ふ

満ちていると同時に、圧倒的な力により畏怖せずにおれない存在かっ社会的判断の体現者と

して語られます。
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60 

味の歌

官能川から自然は小児に語っている。

母よ、小児に官能で自然を知らせよ。

官能から内心の門がひらく、

しかし心を光へ引き出すのは精神だ。

官能のうちに小児の魂は開いている。

官能を養え、そうすればお前の子が

多くの苦痛と悩みを避け、

透明と喜びを得ることさえ望まれる。一一ー

自然が我々に語るすべてから

神の父の愛の跡があらわれる。

小児の官能を早くさませ、

外界のもので内心をひらくように。

小児は早につながりを予想して叫

目標への道を確かにひらくだろう 。

自然が村lの法則を告げる人は

千111の平和を自分のうちに見出すのだ。

坊 やお口をおあきなさい、

お前によいこと教えよう 。一一

軟らかいスモモをお噛みなさい、

坊やのお舌をつかうのよ。

ね、どんな味。一一そう 、そう 、よしょし、

甘いね、お舌が気持よい。

今度はりんごもお噛みなさい。

これも食べるが習わし よ。

あらまあ、口をすぼめたの、

焔にあたった来氏のように。

すい、すい、大へんに一一ー

甘いのが坊やはお好きだね。

それでも苦い桃の実時)も

坊やはやはりお好きだね。



第 2掌 フリード リツヒ・フレーベル著茅野誠々訳 『母の歌と愛擬の歌J(岩波書応、1934年干Ij)の再録

お口を少しゆがめても

苦いもの子どもにお薬よ。

苦いものときどき来るけれど、

これもこの世を甘くする。

ゑまぬと渋さ叫)がしみ透る。

食べれば病気になりまする。

熟まぬのを坊やはやめましょう 。

熟まぬのは病気を持って来る。

十分熟んでいないのは

何にも坊やは食べません。

*1)原語は dieSinne. (諸感覚)の訳語の方が現在でーはわかりやすい。

*2) I原詩は ahnen(予感する)。フレーベルの幼児教育の一つの keywordである。

*3)桃の笑の原語は derMandelkern巴旦杏(ハタンキョウ)の種、杏仁。

*4)原語は herb. 形容詞「渋い」
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第 I部 フリードリ ッヒ・フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

「欄外装飾画の説明J

昧の 歌

この歌と遊戯においても、 1まったりこ、

坊やがころぶ"の場合と同じようなことが

起った。そのために、これもあの歌のように、

欄外装飾画なしのままである。 しかしここ

ではそれが欠けていても、前の場合より、

いわば一層さしっかえないのである。とい

うのは、この素材そのものが非常に生活に

近いのである。

愛する母よ、あなたはあなたの幼児をな

ぶり遊びながら、“さあ、噛み切ってあげま

しょう!"または“小さな梨をかじってあ

げよう"といって促したてるときさえ、彼

と一緒にすべてのものを遊戯として行い、

彼の人生にとってもっとも重要なものを愛

らしい遊戯に装わせる。およそ誰でもこの

ことを知り、そして悦んで、いる。“ああ、あ

まい、なんて甘い味でしょう!" 

さあ、坊や、あざやかな実をお摘み。

あかすぐりの実を。

口を急いですほめるね。

けれど、すぐまた次を摘む。

汁は大層気もちょい。

あまさに酸いさが交じるけど。

母よ、こうしてあなたはあらゆる感覚を、

しかし特に味覚を、戯れ叫)また冗談を言い

ながら保育し、発達させ、完成しようとつ

とめる。しかし母よ、あなたの子どもにとっ

ていろいろな感覚、特に味覚、の開発よりも 、

もっと重要なことがあるだろうか。

それも 、ことに、道徳的意味に転化 した

62 

場合はなおさらである。だれが“卑しい低

級な趣味"をよろこんで分け持とうとする

だろう 。そして、自分が正当に“彼は繊細

な高貴な趣味、すなわち lつのよい趣味を

持っている"と言われたとき、だれが悦ば

ないであろう 。

それでは人間において特にその趣味の完

成が賞賛されるのは、 一体どういう理由か

らであろう 。それは趣味によ って、事物の

内部、いわば、本質 ・魂 ・精神 ・事・物を活

気づけるもの、事物を開示 *2)するもの、が

示されまた啓示されるからである。すなわ

ち、感覚によって事物の本質とその内部

が、私らの内部へ明らかに知らされるとい

うことこそ、実に感覚の仕事であり、高い

意義である。 しかもこの場合に、味覚にお

いてさえ、外的なもの、素材そのものを自

分に取り入れるには及ばない。つぎのこと

は感覚のもつ非常に注目すべき性質であ

る。すなわち、もし人が感覚そのものを発

達させ、それからその指図にひたすら従う

ならば、感覚によって、事物の内部と本質

が彼に告げ知らされる。 しかも、この本質

が事物そのものの享受によ って彼に不利益

を及ぼしたり 、健康を脅かしたりしないう

ちに。あるいは、彼が享受することによっ

て事物そのものを破壊するに及ばないうち

に。一一 ちょうど、事物が非常にしばしば

それの内部の本質を外的に明確に示すとい

うこと、それも特にそれの享受が健康に有
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害なときにそうであることが、事物そのも
しようおうてき

のの同じく重要かつ照応的な性質であるよ

うに一一。

実際、私らがよく知っているように、す

くなくも大部分のも っとも 害のはげしい有

毒植物は、陰うつな、かなしげな、しばし

ば、むしろ狭められた、いわばもつれた外

見を持っている。ベラドンナさえ、 美しい

丸みと輝きを帯びてはいるが、この性質を

分けている。また桃のように赤い花を持つ

鬼しばりについても同じことが言われる。

朝鮮朝顔と黒ひょすにおいては、その程度

がなおはなはだしい。 しかし、その姿がな

お隠れているときには、 |県覚がその吐くよ

うな印象を受けることによ って、一層明瞭

に示される。そして、味覚も、 享受される

べきものがそれ自身としては健康であって、

享受されるものの過剰が、すくなくも同時
ほう まん

に不愉快を伴い、こうして、吐き気と飽満

が生じる場合に一一たとえば、蜂蜜におい

ても、そうである一一始めて不健康になる

時一層明瞭に示される。 いまや、すでに、

視覚といわず、特にl県覚、味覚といわず、

感覚を発達させることが、多くの不利益と

不健康を避けるために重要なことがわかっ

た。そのように、また感覚の発達は、とり
しんてん こうよう

わけ、情操と精神そのものを伸展し高揚さ

せ、実行力への意志を目覚めさすために重

要なのである。というのは、全自然界にお

いて事物の本質が示されるのは、まさに結

合 ・素材 ・I奥覚・味覚 ・形式 ・姿態 ・大きさ ・

数 ・音響・色彩および事物相互の無限の(変

転関係や交渉時)によ ってのみだからである。

したがって、すべての感覚を正しく力づ

よく、早くから慎重に発達させることは、

人間の小児時代にも成年時代にも、何より

重要であるが、特に、つぎの場合において

いちじるしい。それは、こういう開発が野

蛮人におけるように、肉体的物質的方面に

のみ甘んぜずに、その中に明らかに横たわっ

ている事物そのものの最も内部のものと本

質を探求し認識することによ って、それが

非常に熱心に利用されるときである。 しか

し、こうした探求と認識は、ただ感覚の注意・

結合 ・比較によ ってのみ可能であるにすぎ

ない。

すなわち、あの有名な賢人が人聞につい

て、“あなたが話しさえすれば、私はあなた

が何者であるかを言うことができる"といっ

たように、我々は事物とその本質を、ただ

感覚の前に横たわる諸々の性質によ って認

識し得るのである。そして、もし人聞が単

にこの事物のことばを理解するだけでなく 、

それに規定されながら、事物そのものとそ

れの本質と精神を、自分から遠ざけ、また

は自分に作用させるならばーーしたがって、

いずれの場合も、自分を行為にまで規定さ

せることになる一一 、彼はこの認識によ っ

て真に普良な、実際繊細な趣味の人間にな

るであろう 。 というのは、感覚の中には、

いわば人間の魂が、いな、精神活動が、す

でに子どもにおいても、明らかに存在し、

したがって感覚はまたいわばも っとも精神

的なものそれ自身の認識へ導くものだから

である。そして、特にこのことは、肉体的

および精神的関係から見た味覚においてい

ちじるしい。母よ、であるから、あなたの

子どもの味覚をはぐくむがよい。
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しかし、感覚の開発ということは こ

の味の歌が、モットーと結びついて示そう

と努力しているように一一、事物の種属の

相異という問題、それらの相互における、

ならびに、とくに人間に対する関係および

作用と問題の認識のためにだけ重要なので

は決してない。感覚の開発は、さらに今一

つの関係において、同 じく重要なばかりで

はなく、おそらくさらにはるかに重要であ

る。それは身体の開発の程度と段階に関し

てであり、あらゆる事物の既得の成熟程度

に関してであり 、特にまたそれが人間の生

活・境遇・現象に適用される時である。 も

しこれらのものを明らかに、ひろく凝視す
わざわい

るならば、数多くの人間的禍と悪一一大

小の団体における個人のそれ、とりわけ、

家庭的・市民的生活 ・実業ならびに職業界

のそれーーの最後のそして確かな原因が示

されてくる。すなわちその原因は、人間的

の子どもたち、彼らの各個人、ならびに彼

らの将来の家庭の将来の幸福を保全したい

ならば、あなたは、あなたの子どもたちに、

彼らのようやく始まりつつある自由な自己

の活動と、特に自然物の獲得に関して、つ

ぎのことを注目させなければならない。す

なわち、未熟から成熟までの一定の発達段

階を注目させるだけではなしに、特に、あ

らゆる関係と生活状態におけるすべての未

熟なものの使用が自然に反すること、およ

び生活、すべて肉体的な生活および同様に

精神生活、社交生活に対するその破壊的な

反作用が自然に反することを注意させるが

よい。そうすれば、あなたは、母としての

活動によ って既に、人類最大の恩人の 1人

になるであろう 。

活動のあらゆる段階に対する生命の成熟が *1)元訳では「非難しjとなっている。しかし

得られない前に、事物の生命を不当にも使 原語は tandelnなので「戯れる」の方が適当

用し、または、それへ不当にも干渉するこ と筆者が判断し、訳語を置き換えた。

とにほかならない。 *2)元訳では「破壊するJとなっている。しかし、

あなたの子どもたちのために心か ら気づ 原語は offenbarenなので、「開示するJの方

かう親愛なる母よ ! まことに、事実はこ が適当と筆者が判断し、訳語を置き換えた。

ういうありさまなのである。個人、家庭、 *3)元訳では括弧内の語がない。しかし原文に

市民社会、実業ならびに職業界の数多くの は Wechselverhaltnisseund Verziehungenと
かあ 〈

破捜的禍悪は、つぎの点にその確かな原因 いう語があるので、訳語を入れた。

を持っている。すなわち、それは、事物が、

まだ生命の成熟しない前に、妨害され、規

定されて、干渉されること、ならびに、未

熟な事物にむかつて、他の事物へ規定的作

用を与えることを許すこと、なのである。

母よ、であるから、もしあなたがあなた
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筆者による補足

趣味について

フレーベルが味覚を五感の中でも特に大事と考えたのは、 ドイツ語の味覚という語 (der

Geschmack)が趣味という意味をも表現するからであることは文章から明らかです。それを

踏まえて彼は、感覚を発達させることは情操と精神を伸展し昂揚させて実行力への意志を目

覚めさせるために重要であって中でも味覚の発達は大事だ、と強調しているわけです。

趣味というと日本では、個人的な「好みjという意味で用いられる場合と 、趣味がいいと
L 人びがん

いうように教養を感じさせる審美眼といった意味あいで用いられる場合とがありますが、 ド

イツ語の derGeschmackについては後者、すなわち審美的規範性の意味だけに用いられる語

であるといいます。
じゅんきょ

中世の価値体系が崩壊したあとのルネサンスから近世にいたる時期においては、準拠す

べき価値の尺度がない以上、「感じる」ことによ って価値を直接見分ける以外なかったため、

直感的な価値判断はきわめて重要な意味をも っていたといいます。そこからヨーロ ッパ諸国

では 17世紀から18世紀にかけて哲学の命題に趣味が取り上げられて、特にカントによ って

趣味は、美を判断する能力という資格を与えられたといいます 1110

フレーベルはここで味覚を感覚器官の作用から味わいへ、さらによい趣味へと精神的作用

に転化させています。よい趣味を正しい価値を見抜く能力とし、さらには良識としているの

です。この考え方自体、ヨーロッパにおける「趣味」の哲学的論究を反映しています。

彼によれば、自然は人間の感覚器官に訴えてその本質を語っている。感官はそれを感じる。

しかし、それを光 (正しい価値、良識)へ導くのは精神であるとされます。つまり 、人間の

感官は不可視的なものを内的に直観したり 把握したりする力を有している。だから、人聞は

人生の初期から精神の道具として感覚を発達させなければならないとされているわけです。

11)佐々木健一 「趣味Jr日本大百科全書 1lJ小学館、 1986、709頁参照。
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キッチン、カ ッチン

すべてに正 しい時を守れば

{可事も よく栄える。

だからお前の子がよく栄える には

秩序でそれを囲まなくてはならない。

秩序が嫌いな人は、

たくさんの喜びを失うだろう 。
はや

だから疾く子どもを秩序に導け、

秋I'f;は碓かに高い獲得だ。

ご らん、見てごらん。

時計の振り 子の動くよう 、

横や斜じゃないけれど

小さい腕はあちこちと

ーふり ーふり動きます。

いつでもキ ッチン、またカ ッチン、

キッチン、カッチン、キッチカッチン。一一一

時計は私に邪魔でない、

ご飯や、寝んねや、お遊びゃ、

お湯に入るや、洗濯に

正しい時を知らすから。

私の心は清らかで、

丈夫ではたらくつもりゆえ。

だからお腕よ、動きなさい、

いつでもキ ッチン、またカ ッチン、

キッチン、カ ッチン、カッチンコ。一一
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「欄外装飾画の説明J

キ ッチン・カ ッチン

腕を運動させ、 養成する遊戯

これを実行するのはやさしい。育む母よ |

あなたの幼児は、この絵の示すように、テー

ブjレの上に立っか、あるいは、またあなた

の膝の上に腰かけているかして、 lつの腕は
た

自由で、あなたがそれを振り子のように垂

れて動かせるようになっている。この訓練

が右とか左とかの一方の腕だけに限られて

いないことは、自明のことであり、おそら

く言うに及ばないであろう 。 しかし、あな

たは、あなたの子どもを全面的に発達させ

るために、この遊びを脚についても一一あ

るいは右、あるいは左というように、交互

に一一 行うことができる、ということは言っ

た方がよいように思われる。

これらすべては、あなたの子どもを健康

に、美しく 、優雅に、軽快に発達させるた

めに寄与するところ甚大で、あろう 。

思いやりの深い母よ l 私らはなお一緒

にこの絵について話しあった方がよいであ

ろうか。けれども 、実際、あなたはこれら

すべてを私よりもよく知っている。彩、も実

際、あなたの母としての思いやりの深い行

為を注視しながら、それを習得したのであっ

た。

親愛なる母よ 1 あなたはまったく正し

い。すべて時計と称するもの一一およそス

イス人の言い方は、きわめて多くの他の事

場合にも、時計に対して“時間"という言

い方が用いられているーーが子どもたちを

非常に引きつけるということは確かにはな

はだ注目すべきことである。

であるから、私は、たしかに子どもたち

の幸福のために、つぎのような確信を捨て

ることはできない。すなわち他の色々なこ

とがらにおけるように、ここにも 一層高い

内的関係一一ー精神に関するある予感と親和

の関係ーー が現われている。たしかに、振

り子の振動における運動法則(リズム)の
みわ 〈てき

常に同ーな表現は、非常に魅惑的なあるも

のである。よき教育をもっ母よ。あなたは、

あなたの学校時代からなお覚えているであ
じんそ〈

ろう、あの振り子の振動の性質、迅速なこ

とが、この地上の重要な事・物、場所、姿態

について私らに教えたということを 。こう

して、今や、この方面からすでに、子ども
ひ

が時計と振り子の振動とに惹かれることに

は、かなり高い意味の予感が存するかのよ

うに見なくてはならない。

しかし、そういう話はやめにしたいと思

う。動き、歯車の活動、時計の中の見せか
いんべい

けの生命 吋、メカニズム、特に、隠蔽され

ていること 、いわばそれの秘密があなたの

子どもをひきつける。これがあなたの意見

である。それは時にはそうかもしれない。

物においても非常に表示的であるが、この それは私も認めよう 。 しかし、全然そうで
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あるとは決して言えない。というのは、も

しそうだとしたならば、なぜ子どもたちは、

私がよく見かけたように、好んで日時計を

作 ったのであろうか。日時計においては、

ほとんど認めることのできない運動、すな

わち日陰の移動のそれ以外、何ら運動が示

されないのである。

であるから、子どもが日時計をもてあそ

び又表現したがる根底には、彼の内に深く

眠っている時間の重要性についての予感が

横たわっているのだという私の意見、信念、

あるいは確信 それはどう名づけられで

もよろしい一一ーを仮に許してもらいたい。

この私の意見は、それ自身、子どもにも、

またどんな人にも害にならず、それを適用

すれば、子どもにもあらゆる人にも利益を

与えるものである。というのは、時間を利

用することがすべての生活状態に対してい

かに重要で、あるかを、知らない人があるだ

ろうか!

およそ人聞が地上に現れた最も最初か

ら、彼にとって、正確な時間を保ち、捕え

ること 以上に重要なものを私はほとんど知

らない。子どもの生活はその初めの生活期

間において、非常にしばしばこれに左右さ

れるのではなかろうか。一一ーであるから、

時計に対する子どもの晴好 ・衝動、いや、

興味一一ーといってもよいであろうーーを、

彼自身のために利用して、彼が時聞を正当

に顧慮し、正しく捕え、もっともよく使用

するように教育することが、もっとも本質

的な問題なのである。

注意深い母よ| 私らはただちに私らの

小さい関節の遊びを利用して、私らの愛す

る子どもをして時間に対する注意を発達さ

せ、こうして、他日、彼が“この絵を見せ

て下さい"というときに、彼があなたを理

解するようにさせたいと思う 。このとき、

あなたは答える。“ごらん、この猫のしてい

ることを。

猫は顔を洗っている。

人がそれを見てうれしがるように。

きっと、もうすぐ親しいお客さまたちの

訪問の時間だということを知っているので

すよ。"

母は彼にむかつて言う。

“かわいい子ども 、お前もこ っちへ来な

さい。顔をきれいに光らせてあげましょう。

もうじき 2、3人仲のいいお客さまがお前の

ところに来ますからね。お父さんのやさし

い限は非常に明るいでしょう 。だから、お

前も明るい眼をしてお父さんに会わなけ

りゃいけません。そうすれば、 美 しい花や

きれいな鳩もやって来るでしょう 。"

こんな可愛いお客さまが子どものまわりに集

まろうとしている。だから、子どもも附からIIIJ¥ま

できれいになっていなければならない。

しかし、愛らしい子どもは、つねに訪問

を受ける。あるいは、太陽の明るい光線、

あるいは、輝く星と冴えた月、すべてが

幼児に逢い、彼を愛撫しようとする。

彼らはみんな子どものところに来たがる。

なぜなら、かれらは彼の明るいことを聞いた

から。

もしそうでなければ、明るいかれらは、き っ

と子どもを避けただろう。

そして、お前は、自分にも、かれらにも、苦

しみを与えただろう。
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だから、わたしの子ども、お前がどこにいても、 *)元訳は「時計の中の運動、機関、表面的な生

決して純iE{さを失わないようにするがよい。 活J。しかし、原文では、 DieBewegung， das 

ここには、ちょうど5人の子どもが時計 Raderwerk， das sheinbare Leben in der Uhrと、

遊びをしている。この 5人の子どもはたし 時計の動きの説明をしているので、訳語を変

かに、すべてのことをちょうど適当な時間 えた。

に行なえるように、時間をまったく正確に

覚えこみたがっている 5本の指である。“さ

あ、おいで、夜、の子どもの5本の指よ、そして、

5人の子どもについて何かをお習いなさい。"

筆者による補足

1) 100の時間Jということ

2)子どもの予感

1) 100の時間」ということ

主人公の子どものために親が歌って聞かせる歌詞にも 、また、絵本として見る子どもに対

しでも 100の時間J1ムムの時間jといった具合に 「正確な時間」で、日常生活が組まれ

ていることが語られます。

今日なお、乳幼児期の子どものために大人が気をつけることの lっとして次のことが言

われます。すなわち、子どもは日常生活の中で、ほほ一定の場所や時間にほぼ同ーなことが

行なわれる日常性を自分の内に獲得して安定感を得ていくので、そういう慣れができるまで

は、例えば食事、睡眠等の時間、場所、道具等をむやみに変えないこと。確かに、大人の私

たちは自分のなじんでいる部屋、起床の時間など慣れてしまっていると気づきもしませんが、

乳幼児期はそれらを獲得し、それによって安心感、安定感を得て自発的に自由に活動をする

ことができるようになるといわれます 12)。 だから、逆にこのような基本的な部分におけ

る安定感を持てない場合におこす不安は、大人が想像するよりもず、っと強いと思われます。

このような、子どもが安心 して育つ基本的な部分を、フレーベルは子どもの乳児期から、

100の時間J1ムムの時間」といった表現で、生活を形成していくことになじませていると

12) Mモンテッソーリ著鼓常良訳 『幼児の秘密j国土社、 1968、64頁一76頁参照。
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感じられます。しかし、正確な時間を重視するその根拠について、フレーベルの場合、生命

現象としての人間の精神の成長を彼の世界観から捉えており 、時間性をその一環として重要

不可欠だと位置づけているところから生じていると考えられることについては、第E部第 6

章「子どもの精神jの中の (6)rキッチン カッチン」の項に述べているので参照して下さ

い。さらに、そのような rooの時間」の一環に、子どもをお客が訪問する時間がありまし

た。父親だけではなく太陽光線という注目すべきそのお客についても第E部第 5章「子ども

の他者への人格的関係Jに述べていますので参照して下さい。

2)子どもの予感

予感とは、 一般的には、後に正確に明らかになることがらがその前兆のようにして明らか

ではないが何かが感じられるという場合に用いられ、通常、自己の内に自ずと生じるもので

あって他人から気づかせられるようなことではないと思われています。 しかし、フレーベル

がこの歌でも他の歌でもふれて非常に大切にしている子どもの予感は、それとは少し異なっ

ており、次のような内容です。

フレーベルによれば、幼児期における事物の識別や認識は、やがて少年期以降成人後に至

るまで形成されていく概念化や科学的理解などの土台になっていきます。幼児期の事物認識

には、例えば氷のかけらに太陽光線の虹の分光色を見出しでも、ありが巣穴に出入りしてい

るのを見つめている時にも、透明な浅瀬に足を入れている時にも、そこには、なぜかわから

ないが引き込まれるときめき、感に堪えない不思議、何かわからないが感じる期待感等といっ

た心情的な要素が大きく含まれています。それらは、後に、合理的・科学的に理解できる喜

び、へとつながれて精神を明るくしていく土台になりますが、それを幼児期にはときめき 、不

思議、何とはわからない期待などの心情、身体的動きと一体化して全身全霊で受けとめてい

ます。フレーベルの表現でいうなら対象と自分とが揮然と溶け合った「生命の合一Jを経験

しています。

しかも、その経験の中には将来の合理的・科学的理解とは別に、心情的に私たちの生きて

いるという感覚を豊かに彩っていく、いわば生きる意味につながって魂を明るくしていくと

いうより他ないようなものもあります。フレーベルが「子どもに見入る母への一瞥」におい

て詳しく語っている彼自身の幼児期のハシパミの花における予感は、後者の、つまり年齢を

重ねるに従ってより広く、より深く生きる意味につながっていった、彼にと って大事な記憶

の叙述です。そして、自分自身の存在の意味という後者の理解の最たるものが、フレーベル

においては、神に創られたこの世界、「全体Jrー」などという理解と不可分の感覚になります。

フレーベルのいう子どもの予感は、ごく普通の大人にとって、それを大事と教えられない

限り気づき難いものです。まして幼児期の子どもは自分の予感などと意識することもありま

せん。そこで、フレーベルは、子どもに愛情をもって接しているからこそ子どもの予感に気
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づくことのできる大人に対して、子どもの予感というものを説明するだけではなく、しばし

ば、「子どもに予感させなさい」と語りかけます。つまり 、例えば上に挙げたような幼児の

心からの不思議、ときめき、引き込まれる感じ等に親や保育者は共感するだけではなく 、む

しろ意図的に子どもにそれらを味わわせるようにとフレーベルは求めているのです。それは、

子どもの予感は、子どもが対象を自分の内に取り込み、自分でも気づかないうちに世界を信

頼できる親しみある世界として形成していくところに大きく働くからでしょう 。
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7. 
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草 刈り

何を子どもとやっても

生活の結合を失うな、

|基l係を失ったことを子どもとするな。
ぶしつけ

それでないと無族になる。

それが本来どういうことなのか、

子どもが草刈りを遊ぶときの

腕の遊戯で直ぐわかる。

まき一

牧 蕩へお行き、太郎さん、

甘い草をば早く 刈り、

乳やパタアの牛にやる
え

よい餌を家へ持つ といで、

乳をお搾り、お花さん、

すぐに乳をば持つといで。

ノfンのおかゆをこしらえる
めうし

乳を牝牛がくれましょう 。
たまもの

こんなに多い賜物で、

坊やが大きくなるように。一一

牧場へお行き、太郎さん、

甘い草をば早く刈れ。

ではありがとう、草刈りを、

牝牛のお乳もありがとう、

それからお花さんの乳搾り、

パン屋さんのパンを作るのも

母ちゃんのおかゆもありがとう 。

みんなお礼を忘れまい。
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「欄外装飾画の説明」

草 刈り

腕の遊び

あなたの子どもの両方の手はじっとした

ままでいる。前腕を水平にして、少し前方

へ伸ばし、指を曲げ、甲を上方に向けて、

あなたの手に握られている。あなたの手も

やはり同じような形をし、曲げられている

が、 しかし、 その甲は下方へ向けられ、そ

して両腕は平行している。こうして、 そこ

には、草刈りに似た運動が示される。この
じようは〈 ま っ す

運動は、特に、子どもの上)J専関節と真直ぐ

の姿勢を養成するのである。

注意深い母よ l
ゐんねい

子どもたちの幸福と心

の安寧にと って、特に、彼らの心情の育成

と彼らの情操の保育にと って、彼らにも っ

とも有害なことは、 ややもすれば外的に非

常に分離され区別されて存在する事物を、

内的にも、 全体の人生の結合から離れ離れ

にな っている状態において、観察すること

である。慎重な母よ、あなたが早くからこ

ういうことのないようにあなたの子どもを

守ることを祈る ! この遊戯のように、
、，
'-

のことが子どもの遊びによ って教えこまれ

るといいのであるが。 ママ、 お腹がすき

ました!" “ねえやの所へ行って、パンをお

もらいなさい。"あるいは、“さあ、l銭あ

げますから、パンを買ってら っしゃい。"私

らは多分、実生活においてはしばしば子ど
ふう

もに向かつて、 こういう風に言わなければ

ならないことがある。 しかし、少なくも私

らはいつでもそうしてはいけない。私らは

早くから、そしてできるだけしばしば彼に

“さあ、向こうへ行って、誰それにパンを、

または何かほかのものをもら っておいで"

と簡単に言っ てしまわずに、 ひとわたり眼

を通し、かつ充たすべきいろいろな条件や

事情をはっきりうなずかせなければならな

U 、。

田舎または庭園の生活、職業生活、実業
そうめい

生活に取材した美 しい絵の聡明な選択 ・序
へんさん

列 ・編纂。そして現実生活を簡単に描写し

たごく簡単な物語をこれに付け加えるなら

ば、こういう結果が得られる。それは、母よ、

あなたも既にたしかに試みた。そして私ら

はーーーもしあなたが後に私にそれを許すな
ぎんみ

らば 選び出した絵を吟味しながら、

緒にこれを実現したいと思う 。

いまゃあなたは、絵によ って助けられた

歌によ って導かれながら、絵について教訓

を求めているあなたの子どもーーを容易に

つぎのように導くことができるであろう 。

すなわち、子どもが彼のパンのおかゅのた

めに、 ただ彼の母、太郎さん、牛、お花さ

ん、パン屋に向かつてだけでなく 、さらに、
ふよ L • 

全 く何よりも先に生命の賦与者と維持者に、

したがってすべての存在物の父に感謝しな

ければならないように。一一この父の指定

によ って、大地は一一露 ・雨 ・日光 ・夜 ・冬 ・

75 



第 I音11 フリ ー ドリアヒ フレーベル著 I母の歌と愛擬の歌jの紹介

夏によって影響されながら 、家畜の飼

料になるように、そしてしばしば家畜の食

料を通じて、始めて人聞のために、草とか

野菜とかを生ずるのである。

あなたの子どもはこの場合にたしかにあ

なたを理解するだろう 。あなたが、彼自身

に、たとえこの絵の少年のように真似によっ

てでも 、大人が生活維持のために行なうこ

とがらに参加させればさせるほど、彼はあ

なたをますます理解するのである。特に、

他日あなたが彼に彼自身の小さい庭を耕さ

せ、得られた果実をみずから収穫し、こう

して、太陽 ・露 ・雨の影響、ネ1I1によって大

地と自然、の中に置かれた永遠の法則、それ

らを自ら感じさせるとき、そうである。
りょうすみ

下の方の両隅に坐っている子どもたちは、

乳液を出す鎖草で鎖を作ろうとして、今ま

でなかなか成功しない。たとえあなたの子

どもが今はそれと同じように、生活の鎖を

完全に結ぶことができないとしても、彼は

心中けっして他日の成功を疑うことはない

であろう 。ちょうど、勤勉な男の子や考え

深い少女が、“着実に進んで行けば、いつか

は彼らの生活の鎖が美しく結ぼれて、彼ら

を悦ばす"日の来ることを疑わないように。

しかし、注意するがよい、と少年が坐っ

ている左手の木は、それ自身の姿によって、

彼ならびにすべての教育者にむかつて言う 。

高貴ならぬもの、卑しいもの、偽のもの、
もうそう

妄想、それらを元来善良な幹に接木するこ

とのないように注意するがよい。でなけれ
わいしょう かた〈

ば、そこからは媛小した頑なな木が生じ、

それはただ渋いまずい果実をしか生じない

であろう 。
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注意するがよい。少女が坐っている右手

の木は、それ自身の姿によって、彼女とす
せんとう

べての教育者にむかつて言う 。尖頭と頂点、

すなわち生活衝動を傷つけ、あるいはさら

に、無知または無思慮のために、あなたの

子どもたちの生命の木の頂を壊さないよう

に注意しなければならない。もしそうでな
やぷ

ければ、あなたの報酬は、薮、材木、葉だ

けであって、花も l咲かなければ、果実はな

おさら生じないであろう 。

母よ、今こそ、なぜこの 2人の子どもが、

このように物思いにふけって木によりか

かつて坐っているのか私には明らかになっ
とる

た。どうかこれらの木が彼らに吐露する重

要な真理が、彼らの心の内部で、自己経験

として反響しないようにしたいものだ!

母よ ! 母よ ! あなたがこういうことを

あなたの子どもたちのために決して心配す

る必要のないことを祈る!

力づよく 草を刈るよろこばしげな少年

よ、快活に乾草の車について行く元気な少

女よ 、お前たちはきっとそんなことはない。
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筆者による補足

労働 ・仕事 ・職業

この歌から、子どもは大人の家庭内労働だけではなく 、職業労働(生業、実業の仕事)の

生活を、歌と手遊びと会話によって意識化するようにされています。

私たちが思うよりもずっと早く から、フレーベルは子どもに大人の職業労働に気づかせ、

真似させています。その|際、お父さんの労働、子どものよく知っている人の労働など、子ど

もがよく知っていて親愛の情を抱いている人の労働から眼を向けさせています。そのような

人が一所懸命に働いている姿を歌や会話に取り込んでいくことで労働、仕事、職業といった

ものを誇らしいもの、自分も参加したいものとして子どもが吸い込んでいくようにフレーベ

ルは図っています。そこには、「私たちが眠っている間も 、皆を番する方が、今みんなを守っ

ているJ(22) I無邪気な姉妹 Jという、人間の労働を、「眠ることなく働かれる神に倣うわざ」

と位置づける彼の労働理解が認められます。 ドイツ語の derBeruf (判lの招聴、召命、転じ

て職業)に通じる理解です。

労働の真似遊びの最初に「草刈り jが選ばれていることに関わり 、フレーベルは別の文書

で学校教育が段階順序をふむ必要があることを述べている中で、産業発展について「農耕が

より完全に発展すればするほど産業はますます形成され、産業が完全に栄えるほどますます

家内工業および商業は改善される。農耕、産業、商業が栄えれば栄えるほど、ますます芸術

や学問は高度に活気づくだろう J13)と語っています。つまり産業発展を農耕 産業(合

家内工業、商業)一一芸術・学問と段階づけて、農耕を最初 ・根本に置いています。だから、

子どもが大人の働く姿に気づいて注目するようになると 、意図的にすぐに農耕に話を持って

行っていると思われます。もちろん、日常生活によく見られる光景でもあったのでしょうが。

そして、この観点からすれば、後の (33)I炭焼き小舎j一 (41)I建具屋」に職業労働の

一連の遊び、 (47)I商人と少女J(48) I商人と少年Jに商業の初出、 (50) I小さな画家」に

描画、という配置になっていることもうなずかれます。

職業 ・仕事 ・労働に関わるフレーベルのこのような遊びを、後に米国の Sブローは「個

人を社会全体に結びつけ、紐帯に関する予感を早め、また各々の対象や出来事の、親からの、

また先祖代々の特徴をほのめかすJ14)と述べています。M ウェーパーが指摘したプロテス

タンテイズム労働観 15)に通じる指摘でしょう。

13)米山弘訳「ドイツ教育全般について、および4寺にカイルハウ学園の一般 ドイツということについてj、小

原図芳 荘司雅子Et修 fフレーベル全集j第 l巻、玉川大学出版部、 1977、460頁-462頁参照。
14) S.Blow， Symbolic Education， Edited by W. Harris，lnternat旧nalEducation Series VoI.XXVI， D.Appleton & Co.， 

1906， p.1 02 

15) M.ウェーバー著梶山力、大塚久雄訳 『フ.ロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神J(上)、岩波文庫、

1955。
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第 I部 フリードリッヒ フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

それはそれとして、私たちはここで、まだままごと遊びによって大人の労働への憧れと親

愛とを表現するにも至らない時期の幼い子どもに、親を含めて周囲の大人の労働に気づかせ

てお礼をいうことで労働や仕事への親近感をも育てているフレーベルのあり方を、人間の成

熟への慎重な最初の第 l歩の踏み出しと見たいと思います。

78 



自';2掌 フリードリッヒ フレーベル著茅野粛々訳 『母の歌と愛撫の歌J(岩波書応、 1934年刊)の再録

~íí~llめ tll l\linf.tn

，，!l\\o ~ ronn h，blidjrr (<in 
10G b，G Jtin~，G finbl!d)“ @;plCl， 
3u ，.Inltll mit bem .panbd}m flcin! 
<l:G m bcG I!cbellll l ebcnb・ gc~ (，lJe[u()(. 

lJlidjl.Ucin 
!;im ~，btn !I¥ (dn." 

;縫iuf'bcn 州川。 ~e fommeu， 

@ion': ，，3~t 作ib . mit r均onluiflfonnnen." 

79 



第 I音1¥ フリードリッヒ ・フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

8. 

80 

雛をよぶ

小さな手でさしまねく、

小児の小児らしい遊びより、

愛らしいものがあろうか。

人生にひとりで

いないことこそ、

人生の生き生きした感じだ。

鶏 をおよび、寄って来る ように、

お言い“ょうこそおいでだ"と。



第 2竿 フリー ド1)ッヒ・プレーベル若茅野吉I:'j々 訳 『母の歌と愛婦の歌J(岩波書応、 1934年FIJ)の再録

「欄外装飾画の説明」

雛を呼ぶ

母のさしまねく手。すべての指を愛らし

く曲げてさしまねく幼児の手。それらは、

この子どもの遊びを外的に理解するために

は、決してそれ以上の追加を必要としない。

それによ って、指の運動が強められ、訓練

されることは、自ら明らかなことである。

しかし、この絵の母はたしかに私らが

たった今この前の絵の機会に話しあったこ

とを聞いたのである。楽しげな会話をして

いるひな鳥から眼をそらさずにいる、この

健康な力づよい幼児をゆ っくり見つめるが

よい。母はたしかに、子どもが彼自身の清

新な、生き生きした、内的生活を外界の生

活の鏡の中に真に明らかに眺め、 真に力づ

よく自己の内に感ずるようにとの目的を

もって、彼を戸外に連れ出したのである。

子どもたちのいくつかの群れーーその一部

はおそらく彼女の子どもであろう が、

この母に従って戸外へやって来た。一体、

こういう子どもたちの保育が示されるとこ

ろへ、誰がよろこんで付いていかないだろ

うか。そして、特に、それがこんな子ども

であ ってみれば、なおさらではないか |

一一しかし、どうかこの子どもたちを見つ

めるがよい。健康、快活、聡明、それらが

彼ら一同の顔と運動の中に横たわ ってい

る。右の方の 3人の子どもたちを見てもら

いたい。真ん中の子どもはひざまずいてい

る。

新鮮な自然生活は、あたかも磁石のよう

け人いんてき

に、何と 牽引的に作用していることであろ

う。2人の少女の後にいるたくましい男の

子は、自然生活から非常・に強い印象を受け

たので、この生活をこの 2人と共にするだ

けでは、決して満足で!きないのである。い

や l 彼は後を振り 向いて、非常にうれし

そうに木の聞からこちらの方を眺めている

別の3人の子どもたちに、こちらへ来るよ

うに合図をしている。けれども 、彼らはそ

れに応じる気がないように見える。彼らの

前に開けわた った野を見わたすことが、あ

まり強く f皮らをひきつけているのである。

そして、また左の方には、鶏の家族の生活

表現を lつも見のがすまいとして、子ども

がうずくま っている。一方、女の子はもう

目覚め始めた保育の天性から、力づよく立

ち上がっ て、牝鶏や tH~鶏が彼らの担IÉ を見失

わないように、こちらへ来いと招いている。

こうして、どの子どもも 、自然の鏡の中

に彼自身の内的生活を見、またこの鏡をか

ように眺めることによ って、その生活を強

めていく 。それは、ちょうど、子どもが母

の眼の鏡の中に彼の生活を認め、このよう

に眺めることによ って強くなっていくのに

ひとしし、。そしてたしかに! すべての子

どもたちは、少女のかたわらに、非常に力

強く新鮮に、上の方まで蔦をからませてい

るホップの ように、快活に生い育つであろ

う。そして、彼ら は老年にな ってもなお、

いま子どもたちがその蔭の下で自然の生活
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第I部 フリードリアヒ・フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

をよろこんでいる木のように、強壮で、いる

だろう 。

筆者による補足

人生に 1人でいないことこそ、人生の生 き生 きした感じだ (題詞から)

家の戸口から l歩出ただけの所で生じる何気ない生活の lコマの持つ意味については、第

E部第 6章第 2節の (8)I雛をu乎ぶJを参照して下さい。

フレーベルは、子どもは新奇なものではなく、古いものやよく知っているものの中に新し

いものを求める、ということを言っています 16)。ここで彼が私たちに求めている子どもに

対する語りかけの内容は、正にそういう類のことがらであって、大人としてはよく見慣れて

新奇ーに思わない事象が子どもにと ってはそうではないこと 、むしろ大人が見過ごしやすいそ

れらを、子どもの様子から気づいて汲み取って、子どもに語ることを求めているわけで、す。

シュプランガーは、フレーベルの思想を語る中で子どもの遊びについて、「幼い子にとっ

ては本来、自分をとりまくものに感情を移入し、その中に自分と似通った心理形式を予感す

るということは我を忘れさせる遊びです」と述べた上で、遊びにおける主観と客観の同一化、

フレーベルのいう「生命の合一Jによ って愛の萌芽へと導かれることを語っています 17)。

16)荘司雅子訳「子どもの第四遊具Jrフレーベル全集j第4巻、 265頁、 266頁。
17) Eシュプランガー著小笠原道雄、烏光美緒子訳 fフレーベルの思想界よりj玉川大学出版部、1983、40頁。

82 



第2主主 フリードリツヒ ・フレーベル者茅野誠々訳 『母の歌と愛燥の:IXJ(岩波i!i=J，l'!、 1934年FIJ)の再録

也知brl}tll¥uillkttl. 

遜⑨i代川eパ川宝抗品

，.'!l.IaG baG Jllllb ttr"ucn falln， 

旬lutt!rp ，~t'G am lfU9・ i尚~m 011η i 

証IIQGi.叩nJlinb ~I舟~ bu山11刊fc!"9併t，
9R1I川t叫ttl目， Oiin刷削uoU9'tIl cG P~c9t." 

ml脳B邸infぱIf'ir)nrn nnb [as': - ecib [ct)dn mi， ¥¥'illfulI1mell. 

竹 自GOg{Clll

83 



第 I音1¥フリードリッヒ ープレーベル著 『母の歌と愛撫の歌jの紹介

9. 

*)ノj、鳥は

84 

鳩をよ ぶ

子どもを何が喜ばすか、

母は子の服で見わける。

子どもの心にぼんやり動くものを

母は意味をこめて養う 。

鳩 は*)子どもに来たいのだ。

よびよせてお言い。ょうこそ来たと。



第2章 フリードリッヒ・フレーベル著茅野~I~々訳 rwの歌と愛撫の歌J (岩波書応、1934i!ミ干1])の再録

「欄外装飾画の説明」

鳩を呼ぶ

子どもがしばしば戸外で、母の腕または膝

に抱かれて見たものを、母[は室内でテーブ

ルの前に腰かけているときにも 、子どもを

よろこばすために、喜んでやってみるもの

である。この場合に、かたかた音をたてな

がら子どもの方へ近づいて来る母の指は、

戸外で、小刻みにこちらへ歩みよる小鳩、あ

るいは、鳥である。子どもの生活本能が子

どもを駆って、母の活動を模倣させるなら

ば、指の前進に際して指関節の訓練が生ず

る。これが、この小さい遊びの外面につい

ての説明である。
けんいん

生活は生活を牽引する。この前の絵にお

いて、自然生活が子どもたちの生活をひき
せん Lん

つけたように、ここでは、快活な専心な子

どもの生活が自然生活、特に、小鳩や鳥の

生活を、ひきつけるのである。実際、小鳩

がみんな何と親しそうに子どもたちの所へ

来ていることだろう。ちょうど、彼らは互

いに彼らの言葉を理解しあっているかのよ

筆者による補足

1)子ども自身が歌う歌の始まり

2)手あそび・指あそびの意義

1)子ども自身が歌う歌の始まり

うに見える。四方八方から、 /J、鳩がひらひ

らと飛んで、来る。彼らには子どもの言葉が

分からないだけに、それだけ一層彼らはた

がいに理解しあっているかのように見える。

そして、母よ、あなたがあなたの子ども

たちと 一緒に生活するときにも 、しばしば

そうではなかろうか。往々あなたの子ども

たちは、あなたの言葉の言うところや意味

がはっきり分かっているいまよりも、むし

ろまだあなたの言葉を解さなかった頃の方

が、もっとよくそれに従いはしなかっただ

ろうか。一一

これは、一体、どういうことであろう 。

ーーなぜであろう 。一一それについては、

動物が我々に教訓を与えねばならないので

あろうか。一一

“ことばと事物、事物とことば、行為とこ

とば、ことばと行為、それは、彼らにとって、

彼らの言語において、常に lつの統ーした

ものである。"

お気づきのように、前の (8)i雛を呼ぶ」から歌詞が非常に短くなっています。つまり、

初めて子ども自身が歌う歌になったと感じられます。これは最初に作曲したR コール(Robelt
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第I部 フリードリ γ ヒ・フレーベル著 『母の歌と愛撫の歌』の紹介

Kohl、当時、カイルハウ学園の音楽教師)の作曲ではもっと明らかです。つまり、歌詞だけ

なら (3)r塔の上の鶏Jも短いのですが、彼の曲では音域、メロデイー、リズム等に幼児に

は難しいと思われるところがありました。つまり母親が主人公の子どもに向かつて歌いかけ

て遊ぶ歌でした。しかし、(8)r雛を呼ぶJ(9) r鳩を呼ぶ」になると、音域、メロデイ一、

リズム、歌詞のわかりやすさ、短さ等、子どもにも難しくないだろうと感じられます 18)。

だから、この歌の頃には既に子どもは、歌う母親の口を見ながら声を出して真似て、歌の

端々の真似やすいところから聞き取って歌い始めていると考えられます。そのように して歌

い始め、手も歌に合わせて動かす、しかもその際、歌詞の内容を自分なりに理解してそれに

合わせた動作をするという複雑な活動をし始めているわけで、す。

2)手あそび ・指あそびの意義

フレーベルは第三思物の解説の中で「子どもの内に育まれた活動衝動の結果は、認識や真

理や思考の形式であるか、あるいは感情と美と心情のであるか、あるいは使用と生活の形式

であるかだJ19)と述べていますが、これらの諸形式が揮然一体となり、しかも思物以前か

ら手軽く楽しい活動の lつが手あそび ・指遊びです。だからこそフレーベルが数々の手遊び

を創作したと考えられます。

自分の分かる言葉を連ねて lつのまとまった意味のわかる歌を歌い、それに合わせた動作

をして遊ぶのが幼い子どもにと ってどれだけ大きな喜びになるかということは、フレーベル

の創出した手遊び、指遊びというものが、今日、保育においてどれだけ普及しているかを見

れば明らかです。

18)熊谷周子編著 Iフリー ドリッヒ ・フレーベル著母の歌と愛撫の歌 フリードリッヒ 田ウンゲル絵 ロパー

ト コール作曲j ドレ ミ楽譜出版社、 1991、20頁、34頁、 36頁。なお、この本の原本については編著者

が冒頭の「母の歌と愛撫の歌」発刊に当ってjに述べている。

19)荘司雅子・藤井敏彦訳「第三恩物Jrフレーベル全集』第4巻、玉川大学出版部、1981、479頁-480頁。
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10. 

88 

小 魚

活発な生活が動く方へ、

子どもの11艮は{頃いてゆく 。

汲んだもの明らかなものにそれが現れると

心の喜びの波が立つ。

母よ、この心を守れ、

7il'に新鮮なもの明らかなものを喜ぶように。

澄 んだ小川で、楽しそうに

小さい魚が遊んで、る。

その中をいつも泳ぎ廻る。

真直ぐになったり 、曲ったり 。



フリ ー ドリ ッヒ フレーベル若茅聖子新々 訳 f母の歌と愛撫の歌J(岩波答応、 1934iJ.::llJ)の再録第 2i'主

「欄外装飾画の説明」

小 魚川)

-、ーがっているのである。まことに、母よ、幼児は、母の左の腕にやさしく抱かれな

れこそ、あなたの子どもをこれほど小魚やがら、彼女の膝の上に腰かけるか、あるい

小鳥を捕らえたがらせるものなのである。は彼女の前のテーブルの上に坐っているよ

それけれども、外部から捕えるだけでは、うにする。母の両手は水平の位置に置かれ、

が何度成功したとしても、何の役にも立たいくらか平行し、彼女から外方へ出されて

ぬのである。自由な存在は、内部からJ耐えたがいに無関係に、伸ぴたり

曲がったりして、水泳を模した運動をする。

し、る。指は、

られねばならない。そして、実に内部からは、

明快なものと純潔なものだけが獲得されねこの小さい遊びの外面が明らかにこれで、

ばならない。その中で動きまわることこそ、

非常に子どもを喜ばすのである。母よ、
ぴじ守〈

とえ最初はも っとも微弱な予感においてだ

た

なったのである。

小鳥と小魚、小魚、と小鳥、それらは、い

けでも、あなたの子どもにこれを迎解させ
っと

るように努めるがよい。あなたは、それに

つも閉じように子どもの心を悦ばすもので

ある。なぜだろうか。それらは両方とも全

く独立に、少なくも 、全く妨げられずに自

よって、あなたの子どもたちの内的平和と

生活の真の悦びを永久に根底づけるのであ

それらを取り巻くものの中で動いて

いるように見える。そして、このことこそ、
めいじよう

子どもに対して名状しがたい価値と魅力を

由に、

る。母よ、あなたの子どもが早くから、純

喜ばしげな活動、浮!なもの、明快なもの、自由、 純i詳し持っているのである。明快、

たのしい運動を喜ぶのをこの目的のためにこれらのもの妨げられることのない運動、

利用するがよい。こそ、子どもがその中にあって非常にここ

どうか私にも l匹、 魚をつかま

えて下さい。そこにいたり、見えなくな っ
ま っす

たり、曲がったり 、真直ぐになったりして、

“兄さん、ト
E
酢

ろこばしく形づくられてゆく生活意欲的 の

たくましく力づよくなり、ろよく感じ、

しかも、小鳥をつか

まえ、小魚を捕らえることほど子どもが喜

根底にほかならない。

どあんなに愉快そうに小川に泳いで、いて、

んなふうに動いても、ほんとに可愛らしい

んです。私もこんなに泳いだり、
そ

廻ったり、曲がったり反ったり、真直ぐに

ぐるぐる

これは矛盾ではない

けれども、私には

そうは考えられない。あなたの子どもは、
Uしょう

小鳥においてはその楽しげな飛朔を、小魚

んですることはない。

だろうか。一一一母よ|

たやすく隠れた伸ぴたり、早く逃げたり、

りすることができたら、ほんとに、兄さん、こうして両においてはその愉'1突な泳ぎを、

私は兄さんをからかつてあげるのに。兄さ

一一一 “さあ、

89 

ん、 l匹、捕 って下さい!" 

方の自由な晴れやかな運動と自己決定を、

純潔なもの、明らかなものの中に獲得した
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l匹あげるから、し っかり捕まえて、逃が

さないようにしなさい。"

“でも、兄さん、もうち っとも動かない
まっ す

わ。真直ぐに伸びたっきり 。けれどまだちゃ

んと生きていてまだびくびくやっています。

草の上に置いてみましょう 。きっとまた愉

快に動きますよ。ここでも伸びたっきりだ

わ。じゃ何処なら楽しげに動くのでしょう 。"

それでは、妹よ、お前は知らないのか。

ただ自分の世界の水の中だけが

小さい魚には気もちがよいのだ。

適当な場所にいなければ

9%々 として泳ぎつづけることはできない。

じぶんのカを正しく使うこと、

それこそ、彼の生活をたのしくさせるもの

だ。

そして、気もちのよい時だけ、

世iがったり、ま っすぐにな ったりして見せ

てくれるのだ。

曲がったり、ま っすぐになったりする。

母よ !この区別はあなたが非常に愛してい

るあなたの幼児の全生涯にとって極めて重

要なことなのである。

“これは、まっすぐな心をもっ人だ。"“ま っ

すぐな行い。"“まっすぐな性質。"

“彼は、まっすぐな道を歩く 。"“彼はまっ

すぐに感ずる。"“まっすぐな言葉"

およそ一一たとえ実際それが子どもにす

ぎなくても こういう言葉を聞いて気持

のよくない者があろうか。

しかし、“彼は、曲がった道を行く 。"“そ

んなに曲がって、回 り道をしてはいけない。"

“私は、曲がったことが嫌いだ。"
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こういうことを言われて、誰がその快活

な気持を曇らせないでいょうか。

であるから、早くから、まっすぐなもの

を曲がったものと区別することを覚えこむ

ことが、あなたの愛する子どもにとって必

要なのである。

このことは、またこの絵の下図を描いた

ときの画家の念頭にも浮かんでいたように

思われる。一一魚は、まっすぐに、また、

曲がって泳いでいる。水は、ま っすぐに、

また、曲がって流れている。木は、まっす

ぐに、また、曲がって生えている。そしてま っ

すぐな、すら っとした花嫁草(カラー)の

花には、不気味にくねりながら、蛇がのぼっ

て行く 。

あなたが早くから、あなたの幼児に、ま っ

すぐなものと曲がったものの区別を永続的

にし、感じるようにし、また行為と生活に

おいて、思索において、談話において、曲がっ

たものの感情には不気味さを、まっすぐな

ものの感情には快さを、永続的にし、感じ

うるようにさせたとする。そうすれば、まっ

すぐなこと、および、それに伴って起るす

べてのものが、彼の行為の表現になるであ

ろう 。そして、彼は、彼の活動の適当な場

所において、彼のあらゆる方面に開発され

た力を正しく使用しながら、自由に、よろ

こばしく動くであろう 。ちょうど、小さい

魚、が小川の中でたのしく動くように。
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*1)原著では、この箇所での題は「小)11の小魚j

*2) 元訳では「生活欲」だが、 J京認が die

Lebenslustなので、訳語を「生活意欲jに

変えた。

筆者による補足

まっすぐと曲がったこと

子どもが、自分から母親を離れて、兄や姉にく っついて外の世界へ出かけ始めると、フレー

ベルは子どもに教え、気づかせることとして、「ま っすぐ」なことと「曲がった」ことの識

別を挙げています。また、本来、あるべき姿にあるならば「ま っすぐ」も「曲がるJも自由

に心地よく行なわれて、それはまた見る者にと っても快い魅力的な姿であるということを主

人公の子どもに意識化させています。また、曲がりくねって動く蛇に不気味さを、純白で、まっ

すぐなカラーの花に快さを意識化させています。

さらに形態として「ま っすぐJと「曲がったJとを識別させるだけではなく、同じ形態で

も事物によ って心情的な受け止めに違いが出る(蛇の「曲がるJは不気味、小魚の「曲がるJ

は魅惑的。小魚の「ま っすぐJは不自然、で不安をおこさせる、カラーの花の「ま っすぐ」は

すっきりと心地よい等)ことにも気づかせています。

このような描写から、フレーベルの意図する幼児期の「識別Jとは、単なる知的作業なの

ではなく心情と密接に結びついたものとしていることが明らかになります。それだけではな

く、 筆者は、例えば口に入れてもよいとか近づかない方がよいなど、実生活の必要とも密接

に関わっていたのではないかと感じます。
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たて

縦に横に

この遊戯は意義のないようでも 、 将えどのように見えても、

その'-1]には種々のものがJ慌たわっている。
あら

それは粗い石に等しい。

一つ色に見えても

Qi~なったものも

泣く別れているものも

なお様#の他のものも入っている。

子どもの心でこれらを

見ることを愛する人には

高い利援となるのだ。

すべての働きは、

仕事の働きでも

何一つわがままなものは無く
苫んせい

均斉が11'，ていることを

もう子ともにまIJらすがよし、。

これを予感すれば、尺度は、

人が思う以上のものになる。

磨かれている者は

見る IIJ~に喜ばれる 。

税々のものが集まって

一つのものに結びつく、
去と

その真理Uを継いつけて

この遊戯で知らせよ。

不思議にもかすかに予感して

洞察への道が聞ける。一一

一つの全体に導け、

正しい報酬が与えられよ 、.， いも

事物は相持ちだ、

それが総てから lliるだろう 。

そうして感情の中に把握されて

l止の'-1]へU:¥ても捨てられない。

木 ぎれを私は縦に置き、

その上に棒を横におき 、

二つ重ねて穴をあけ

木釘一本うちいれる。

ぴしやりと板をその上へ、

的の売り物できました。

九Eくらです。"

九銭

“なぜなぜ九銭。"

“それは全 くたか過ぎる。"

三銭は木の代、

三銭はけずり板、

三銭は仕事代、

それが払えにや去っとくれ
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「欄外装飾画の説明」

縦に横に

夜、らはこの遊びによ って、 lつの新しい、

全く独自な段階に歩み入るのである。けれ

ども 、この小さい遊びは、子どもの発達の

}I/質序において、lつの重要な地位を一一そ

れが、どのようなものであるとしても

占めなければならない。実際、私は、種々

の地方において、また南北ドイツの多種多

様な方言において、この遊びを、一般の原

形にしたがって発見した。私にも、それは、

子どもの全生涯にと って重要なように見え
かす

る。それは、も っとも微かな足取りをもって、

知識と実業の生活へ子どもを導き入れるの

である。

母よ! あなたはおそらくこの遊びの外

面をすでによく知るであろう 。あなたの幼

児は、何らかの姿勢であなたの前に立ち、

あるいは、腰かけて、時には、左手、時に

は右手を、あなたに向かつて水平に差 し出

すのである。そこで、あなたは、上掲の歌

を歌いながら、彼のもう 一方の手の人差 し

指か、でなければ、あなた自身の人差 し指

を取り 、それによ って、最初の手の lつの

上へ、直角に交差する 2本の線を描く 。そ

れから、あなたは、中指でこの交差点へい
うが っち

わば穴を穿ち、それを槌として l本の釘を

打ち込む真似をし、あなたの手を平たくそ

の上に置くのである。

たしかに、ここに付加されている題詞は、

すでにこの小さな遊びの内的な意味を暗示

しようとしているが、しかし、どうか、つ

94 

ぎに私がいくつかの点においてこの意味を

もっと明らかに暗示することを許していた

だきたい。先に述べたように、この遊びは

もっとも雑多な形式において非常に一般化

されているが、 一体、それはなぜであろう

か。本当のことを打ち明けて言えば、私は

この遊びの中に、子どもの注意を、位置と

形式、ならびにそれと共に必然的に付随す

る諸現象へ、向けようとする最初の兆候を

認めるのである。

一方の線は縦線、他方のは横線であり 、

両方が互いに結びつくと 、Iつは垂直に、

他のものは水平に見えるようになる。それ

らは、互いにその半ばで、すなわち、中心

のところで交差する。こういうふうにし

て、また相対のものがこれらを 1つに結合

させて、そこには四個の同じ直角が横たわ

る。これらの直角は、 2つの線が互いに交

差することによ って形づくられるものであ

る。 しかし 4つの端をも っ2つの線は、 l

つの平面に横たわっている。下にな ってい

るのと、上に重な っているのと、 2つの手

が二重にそれを示す。あなたは言うであろ

う、“しかし、それは私には l語も分からな

い。一体、どうしたら私の子どもにそれを

いくらかでも理解させることができるだろ

う"と。

母よ ! あなたは正しい。私が今言っ

たことを仮にあなたの子どもに話してみて

も、彼はそのことについて I語をも理解し
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ないだろう。しかし、母よ、彼はそのこと

がらについては何らかの予感をもつにちが

いない。もし、そうでなければ、この遊び

は彼を悦ばせはしないだろう。

したがって、思いやり深く心を配る母よ、

あなたには分かったであろう。言葉の知識

よりも、事物の知識の方があなたの愛児に

とって、より分かりやすく、より探く、は

るかに根源的 ・自然、的・効果的事1)であるに

相違ないということが。であるから、もし

あなたが彼を自然的な効果のあるぜ)方法で

教訓したいならば、直接に事物の観察と事

物の経験によって教訓するがよい。あなた

は、なぜこの教育方法がそのように永続的

なのか、訊ねるかもしれない。

すなわち、自ら観察したものは探く刻み

つけられ、3つのものが常にその中に結合

されている。このことをすでにあなたの子

どもはおぼろげに感じているように見える。

第ーには事物(個別のものりl)、第二には一

般的なもの、第三にはこれら 2つのものの

子どもに対する関係。

ここでも 3つのものは結びつけられている。

たとえ子どもがまだそれの名を言うことが

筆者による補足

へ階段訓
府の育口

木
A

りか

ど

歌の

体
こ

全

1
A
円，

L

できなくても、それらは、彼の内に、たし

かに力強い感じを目覚めさす。

もし、そうでなければ、彼はそんなに注意

深くそれらを見つめないだろう。

それら 3つのものは lつの目標へみちびく 。

もう今でも子どもがよろこんで行きたがっ

ているあの目標へ。

それは、事物を、大きさと数と形態にした

がって彼の力の自由に支配することにほか

ならない。

画家もこのことを幼児に分からせようと

しているように見える。3人のチロルの狙

撃兵が同じ lつの的を狙っている。そして、
Uょうてき

標的をも って向こうへ行く 3人の子どもの

心の中には、おなじ欲望が動いているので

ある。

*1) *2) 

元訳は「痛切Jおよび「痛切なJo).京語はど

ちらも eindringlichであるので、ここでは「効

果的Jおよび「効果のあるJに直した。

*3)元訳は「特殊なものJ。原認は dasBesondel 

であるので、こ こでは「個別のもの」にした。

1)この歌から保育の新段階へ

「欄外装飾画の説明Jの冒頭に「この遊びとともに私たちはひとつの新しい、全く独自

な段階に歩み入る。一一それは、最もかすかな歩みで知識と実業の生活 (Erkenntnis-und
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Gewerbsleben)に導き入れるJと語られています。これまでの歌とは段階が変わる、つまり

保育の質が変わるというわけです。第E部第 2章第 3節および第 6章に述べているので参照

してほしいのですが、フレーベルが設けた子どもの精神的な成長のための新たな段階です。

この後に「段階J(die Stufe)に言及されるのは (42)I馬乗りとよい子Jだけですので、

子どもの「精神jの成長という観点からすれば、「遊戯の歌J50編には次のような 3段階が

設けられているということになります。

第一段階 (1)一 (10)主題について第E部第 2章第 3節参照。

第二段階 (ll)一 (41)I知識と実業(生業、職業労働)の生活J

第三段階 (42)一 (50)I情操 ・性格 ・意志の形成j

このうち第二段階については、さらに、

(11) - (23) 回一-一これまでから連続する子どもの成長を辿る。幼児期の終わり頃まで。

(24)一 (31) …-光を主題にした歌のまとまり 。

(32) 一 (41)……子どもが見ることのできる大人のさまざまな職業労働のまとまり 。

という、明確なまとまりが認められます。これらのまとまりについては、第E部第6章のこ

れらの歌のところで再び説明を加えることにします。

2)全体、ー

「全体」とか「ー」とかフレーベルがいうとき、それは彼の世界観そのものであって彼の

教育を基礎づけている概念です。繰り返しますが、彼は世界をキ リスト教における神が創造

された世界と受けとめています。だから世界に存在する万物はただ存在しているのではなく、

その全てが個々別々に異なるものであるけれども各々神の創られた世界の一部分として存在

している。生命体や生命に似た作用をする個体はそれ自体で成長、発達等の変化をするけれ

どもそれぞれに個体として常に完全で‘あるように、神に創られた世界の中の個々のものは変

化し続けているけれども、全体になったときには常に神に創られた世界としての調和を保っ

ている。そのような全体を彼は「全体」と表現しています。「ー」という場合も、その中に

多種多様かっ不断に変化するものを含みつつ全体として lつになった調和をも っているとい

う意味合いをもって使っています。

そこから、人間 (わたし)は l人の人という意味では常に完全な存在ですが、同時に、万

物の中の一部分であって、他の存在(人、動物、植物、無機物、神)とつながりあって生き

ていることを信じられる世界観を形成していくことが人間の教育とされるわけで、す。

全体、 ーについては、第E部第 6章第 4節の本歌のところでも再びふれています。
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あとがき

今、フリード リッヒ ・フレーベルの霊前と 、これまでに出会ってきた幼子たちに、この研

究を捧げる。

『母の歌と愛撫の歌jを取り上げたきっかけは、 30年近く前、筆者が幼稚園教師として抱

いた疑問にある。当時、筆者は新米幼稚園教師として子どもたちと過ごし、楽しくて無我夢

中で日々の保育を作っていたが、慣れてくると、保育の豊かな積み重ねと味わいの中に何か

しっかりした骨組みを感じ始めた。 しかし、当時は、それが何なのか全く見当がつかなかっ

たのだ、った。

教育課程という領域が疑問に応えられるのではないかというアドバイスを受け、再度の遅

い学びを京都大学教育学部において始めたが、何をどのように調べれば保育の骨組みを掴め

るのか、手探りをするものの全く見出せなかった。そして、考え抜いた時に閃いたのが、原

点へ戻る、すなわち乳幼児教育の始祖であるフレーベルを見直してみることであった。

すぐにその足で、教育学部図書室へ行ったとき 、貴重本として保管されていた 『母の歌と

愛撫の歌jの初版本が、まるで、手品のように目の前に置かれた時の荏然自失を今も忘れるこ

とはできない。当時、筆者はこの貴重な書が日本に、ましてこれほど身近にあるとは夢にも

知らなかった。まるでフ レーベルから直接に手渡されたかのような夢見心地から始まり、 25

年が過ぎた。今、現在の乳幼児保育実践の土台になっている最初の理論的枠組みとその内容

をフレーベルから学び知ることができ、またそれを上梓できたことに安堵している。

本論が世界最初の試みとはいえ、本論によって分かっていただいたように、フレーベル乳

幼児教育 ・保育の実践的内容は、教育方法学的観点、からの検討によらなければ明らかになり

得ない。その意味で、研究は口火を切ったばかりである。保育現場にみなぎるあの豊かな味

わいがより明らかになり、より豊かになるために、今後、同じ観点からの研究が発展するこ

とを願っている。

本研究に茅野粛々訳 『母の歌と愛撫の歌』を入れるにあたり 、版権期間を過ぎているとは

いえ快く許可をいただいた岩波書庖および新刊同様の貴重な同書を快く貸与して下さ った藤

田英美子教授に心から感謝を申し上げる。1934年に刊行された同書は、わが国最初の本格

的翻訳というだけではなく、折り蓋のケース箱に入ったA4判サイズの実に端正な美しい本

である。刊行を企画したジャパン ・キンダーガルテン ・ユニオン、翻訳者の茅野粛々とその

門下生、絵の印刷のために当時わが国唯一の初版本を岩波書庖に貸与した倉橋惣三、岩波書

底、全員の思いが結集していると感じられる。今回、本研究を発刊する間際になって、私は

初めて新刊当時のままの同書にふれる機会を得た。そして、フレーベルの思いだけではなく 、

乳幼児教育 ・保育に心を注ぎ込んだ日本の先人たちの思いをも知らされた気がしている。
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社会人であった筆者は、偶然の機会から遅い学びを始めて幼稚園教諭へ導かれ、さらに

乳幼児教育 ・保育学研究へ導かれたが、その問、神からの宿題としか思えない主題を次々に

与えられて、それぞれの宿題を果すために必死になって過ごしてきた気がする。その成果

として上梓したのが 『聖書の子ども観J(青山社、 2001)、 『倉橋惣三の保育論.1 (現代図書、

2003、改訂 2008)、そして本書である。

そして、そのように過ごしている内に、いつの聞にか筆者自身が根本から変えられたこと

がある。それは、自分の抱いた疑問は誰か偉い先生が明らかにしてくれるものとそれまで思

い込んで・いた筆者が、いつしか、自分の抱いた疑問は誰にも肩代わりできず自分で明らかに

していくより他ない、という当たり前のことを当たり前とするようになったことである。研

究を通して得た最も大事なこととして今いい得るのはこのことである。どうか、自分の抱い

た疑問を大事にして自分で、探ってみてほしい。そして、それは楽しいということを知ってほ

しい。

本書になるまでに北陸学院短期大学在勤時代、現任の聖母:女学院短期大学、また(油キリ

スト教保育を始めとする保育関係においてお世話になった皆様を始め、古くからの友人 ・知

人、家族を含めて数え切れない方々の支えと励ましを頂戴してきたことに思いを馳せる。予

想以上に長ヲ|いたため完成をご報告できない内に帰天された方々も多く、佃'1尼たる思いをも

抱いている。しかし、仕事に忙殺されてきた歳月を顧みるとき、何度か健康を脅かされたに

もかかわらずここまで守られて本書を提出できたことに心から感謝し、本書をもってお札と

ご報告にかえさせていただきたい。

最後に、この本の上梓についてもお世話になった現代図書にお礼を申し上げる。特に井上

節子さんにはさまざまにお世話になった。心から感謝したい。

今後、フレーベル乳幼児教育 ・保育の実践的研究がより発展し、子どもたち ・保育者 ・家

庭の生活が、より大らかに、楽しく、充実した日々になることを心から祈る。

2009年 10月25日

児玉衣子
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